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論 説

序第
一
章
ド
イ
ツ
法

第
一
節
学
説
・
判
例
の
流
れ
（
以
上
、
一
―
六
巻
二
号
）

第
二
節
固
有
の
利
益
説
（
判
例
・
通
説
）
に
い
う
「
固
有
の
利
益
」
の

中
身

第
三
節
各
説
間
の
議
論

第
四
節
概
観
（
学
説
の
大
き
な
か
み
合
い
）
（
以
上
、
一
―
六
巻
三
号
）

第
二
章
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法

第
一
節
背
景
と
な
る
法
制
度

第
二
節
判
例
•
学
説
に
お
け
る
任
意
的
訴
訟
担
当
の
許
容
性
に
関
す

る
議
論

第

一

款

判

例

第

二

款

学

説

第
三
節
ド
イ
ツ
に
お
い
て
任
意
的
訴
訟
担
当
の
必
要
が
説
か
れ
る
場

面
の
解
決

第
一
款
前
提
と
な
る
法
制
度

第
二
款
ケ
ー
ス
①
・
③
・
④
の
解
決

第
一
―
一
款
ケ
ー
ス
②
の
解
決

第
四
款
取
立
授
権

任
意
的
訴
訟
担
当
の
許
容
性
に
つ
い
て

（三）
第

五

款

小

括

第
四
節
ま
と
め
（
議
論
の
背
景
に
あ
る
考
え
方
）

第
一
款
「
訴
訟
追
行
権
限
」
概
念
の
不
採
用

第
二
款
「
訴
訟
追
行
権
限
」
概
念
不
採
用
の
理
由

第
三
款
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
事
訴
訟
法
が
基
礎
に
持
つ
思
想
~

訴
訟
は
原
告
の
実
体
権
の
存
否
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
三
章
日
本
法
へ
の
接
続
（
ド
イ
ツ
法
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
か
ら
の
示

唆）

第
一
節
ド
イ
ツ
法
か
ら
の
示
唆

第
一
款
権
利
主
体
の
意
思
に
基
づ
く
第
三
者
の
介
入
一
般
と
、

ぶ
任
意
的
訴
訟
担
当
」
に
よ
る
介
入
の
区
別

第
二
款
相
手
方
の
不
利
益
•
他
手
段
に
よ
る
代
替
可
能
性

第
二
節
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
か
ら
の
示
唆

第
一
款
任
意
的
訴
訟
担
当
に
対
す
る
基
本
的
態
度
。
峻
厳
と
寛
容

第
二
款
実
体
権
の
裏
付
け
の
無
い
利
益
の
救
済
機
能

第
一
―
一
款
信
託
と
の
関
係
（
以
上
、
本
号
）

第
四
章
日
本
法

結
語

八

田

卓

也
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任意的訴訟担当の許容性について (3)

れ
る
点
も
、
ド
イ
ツ
と
同
じ
で
あ
る
。

第
二
章

第
二
章
で
は
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
判
例
•
学
説
に
お
け
る
任
意
的
訴
訟
担
当
の
許
容
性
の
取
り
扱
い
を
追
う
。
ま
ず
、
背
景
と
な
る

法
制
度
に
つ
い
て
概
観
す
る
（
第
一
節
）
。
そ
れ
を
前
提
に
判
例
•
学
説
の
議
論
を
追
い
、
判
例
•
学
説
が
任
意
的
訴
訟
担
当
に
対
し
て

極
め
て
不
寛
容
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
（
第
二
節
）
。
次
い
で
ド
イ
ツ
に
お
い
て
任
意
的
訴
訟
担
当
の
必
要
が
説
か
れ
る
場
面
に
つ
い

て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
い
か
な
る
解
決
が
図
ら
れ
て
い
る
の
か
に
目
を
向
け
る
（
第
三
節
）
。
最
後
に
、
以
上
で
見
て
き
た
オ
ー
ス
ト
リ

ア
に
お
け
る
議
論
の
背
景
を
探
る
（
第
四
節
）
。
以
上
の
順
序
で
筆
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

背
景
と
な
る
法
制
度

以
下
、
背
景
と
な
る
法
制
度
を
、

ド
イ
ツ
と
対
照
し
な
が
ら
概
観
す
る
。
ま
ず
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
い
て
も
弁
護
士
強
制
が
採
ら

れ
て
い
る
。
相
対
的
弁
護
士
強
制
と
呼
ば
れ
る
、
日
本
で
言
う
弁
護
士
代
理
の
原
則
に
相
当
す
る
も
の

本
人
に
よ
る
行
為
も
認
め
ら
れ
る
）

れ
る
）

の
適
用
が
あ
る
場
面
も
あ
る
が
、
原
則
は
絶
対
的
弁
護
士
強
制
（
弁
護
士
に
よ
る
代
理
が
強
制
さ

で
あ
り
、
ド
イ
ツ
と
大
き
く
は
異
な
ら
な
い
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
応
し
、
弁
護
士
報
酬
が
訴
訟
費
用
に
算
入
さ

ド
イ
ツ
の
ご
1
8
5

B
G
B
に
対
応
す
る
、
処
分
授
権
を
明
文
で
認
め
る
規
定
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
民
法

(
A
B
G
B
)
に
は
な
い
。

(313) 

し
か
し
、
通
説
は
処
分
授
権
を
認
め
て
い
る
。
信
託
的
譲
渡
も
ド
イ
ツ
同
様
、
〔
全
権
利
の
譲
渡
＋
権
利
行
使
の
債
権
的
制
限
〕
と
い

う
構
成
の
下
に
、
無
制
限
に
認
め
る
見
解
が
支
配
的
で
あ
る
。
但
し
、

為
の
影
響
を
受
け
な
い
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

第
一
節

ド
イ
ツ
で
は
物
権
の
譲
渡
等
の
処
分
行
為
の
有
効
性
が
原
因
行

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
物
権
変
動
の
効
力
は
原
因
行
為
の
有
効
性
に
依
存
し
、
有
効

（
弁
護
士
に
よ
る
代
理
の
他
、

116 (4• 79) 575 



論 説

な
法
的
原
因

(
R
e
c
h
t
s
g
r
u
n
d
な
い
し
T
i
t
e
l
と
呼
ば
れ
る
）
が
無
け
れ
ば
処
分
行
為
は
無
効
と
な
る
と
さ
れ
て
い
る

(315) 

有
因
性
）
。
こ
の
た
め
、
信
託
的
譲
渡
は
法
的
原
因
を
欠
く
も
の
で
あ
り
無
効
で
あ
る
と
す
る
論
者
が
存
在
し
、
ま
た
物
権
行
為
の
有

(316) 

因
性
と
の
関
係
で
信
託
的
譲
渡
を
制
限
す
る
方
向
を
示
唆
す
る
裁
判
例
が
存
在
す
る
。
信
託
的
譲
渡
を
認
め
る
見
解
が
、
信
託
者
の
取

戻
権
•
第
三
者
異
議
権
を
認
め
る
点
は
ド
イ
ツ
と
共
通
す
る
が
、

ド
イ
ツ
で
は
、
信
託
目
的
違
反
の
目
的
財
産
の
処
分
は
転
得
者
が
悪

意
の
場
合
に
も
有
効
に
な
る
と
解
す
る
見
解
が
一
般
的
で
あ
る
の
に
対
し
、

(311) 

と
な
る
と
い
う
考
え
が
支
配
的
で
あ
る
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
悪
意
の
転
得
者
に
対
し
て
は
無
効

次
に
民
事
訴
訟
法
に
目
を
向
け
る
。
ま
ず
、
訴
え
が
不
適
法
の
場
合
に
は
、
決
定
を
も
っ
て
却
下
さ
れ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
判
決
と

(318) 

し
て
は
請
求
棄
却
・
認
容
の
本
案
判
決
し
か
あ
り
得
な
い
。
当
事
者
概
念
と
し
て
は
形
式
的
当
事
者
概
念
が
一
般
的
に
採
用
さ
れ
て
い

(319) 

る
。
が
、
訴
訟
追
行
権
限
の
概
念
を
不
要
と
す
る
論
者
が
支
配
的
で
あ
る
。

Grillberger, N
 u
r
 E
i
n
z
i
e
h
u
n
g
 f
r
e
m
d
e
r
 F
o
r
d
e
r
u
n
g
e
n
 i
m
 e
i
g
e
n
e
n
 N
a
m
e
n
,
 O
J
 N
 1
9
7
8
 S
.
 1
4
9
 
(R)
参
乙
昭
咬
）

す
な
わ
ち
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
い
て
も
、
法
律
行
為
が
債
権
的
効
果
の
み
を
生
じ
さ
せ
る
債
権
行
為
（
売
買
、
贈
与
等
）
と
直
接
に
物
権
の
得
喪

変
更
を
目
的
と
す
る
物
権
行
為
に
分
か
れ
、
債
権
行
為
（
例
え
ば
売
買
契
約
）
の
み
で
は
物
権
の
得
喪
変
更
（
例
え
ば
所
有
権
の
移
転
）
は
齋
さ
れ
な
い
。

し
か
し
、
ド
イ
ツ
で
は
債
権
行
為
と
物
権
行
為
と
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
で
あ
り
、
債
権
行
為
が
無
効
で
も
物
権
行
為
は
無
効
と
は
な
ら
ず
、
物
権
行
為
に
よ

り
齋
さ
れ
た
物
権
の
得
喪
変
更
は
依
然
有
効
で
あ
る
の
に
対
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
原
因
行
為
た
る
債
権
行
為
が
有
効
で
な
い
と
、
物
権
行
為
も
無
効

と
な
り
、
物
権
の
得
喪
変
更
は
生
じ
な
い
。
こ
の
債
権
行
為
が
「
法
的
原
因
」

R
e
c
h
t
s
g
r
u
n
d
,

d
e
s
 b
u
r
g
e
r
l
i
c
h
e
n
 R
e
c
h
t
s
 B
d
.
 I
 

10. 
Aufl. (
1
9
9
5
)
 
S
.
 1
0
2
.
 

(315) 
Lob!, G
e
l
t
e
n
d
m
a
c
h
u
n
g
 f
r
e
m
d
e
r
 F
o
r
d
e
r
u
n
g
s
r
e
c
h
t
e
 in e
i
g
e
n
e
n
 N
a
m
e
n
,
 A
c
P
 1
3
0
 (
1
9
2
9
)
 
S
.
 6
.
'
信
茸
匹
」
は
法
的
芦
原
因
I

に
は
な
ら
な

い
と
い
う
。

314 313 以
上
を
前
提
に

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
の
議
論
を
見
る
。

Titel
と
呼
ば
れ
る
。

K
o
z
i
o
l
/
W
elser, 
G
r
u
n
d
r
i
B
 

（
物
権
行
為
の

116 (4・80) 576 



任意的訴訟担当の許容性について (3)

318 317 

後
掲
注

(325)
O
G
H
 
I
 

E
n
t
s
c
h
e
i
d
u
n
g
 v
o
m
 1
4
.
1
1
.
1
9
8
4
,
 S
Z
 57/174・ 

破
産
債
権
者
が
破
産
管
財
人
か
ら
の
権
利
譲
渡
を
受
け
て
、
破
産
財

団
に
属
す
る
権
利
を
裁
判
上
主
張
し
た
事
案
に
お
い
て
、
譲
渡
の
有
効
性
に
つ
き
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
単
な
る
訴
訟
追
行
権
限
の
譲
渡
は
認
め
ら
れ
ず
、

権
利
譲
渡
は
有
効
な
法
的
原
因
に
基
づ
く
場
合
に
の
み
有
効
で
あ
る
。
が
、
本
件
で
は
原
告
が
、
勝
訴
の
場
合
に
獲
得
金
額
の
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
取
得

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
有
効
な
法
的
原
因
は
、
破
産
財
団
が
訴
訟
費
用
負
担
の
リ
ス
ク
を
免
れ
る
こ
と
に
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
判
ホ
で
は
、
有
効
な
法
的
原
因
の
存
在
が
、
原
告
が
勝
訴
の
際
の
獲
得
金
額
か
ら
多
く
を
受
け
取
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
認
め
ら
れ
た
の

か
、
破
産
財
団
の
訴
訟
費
用
負
担
の
リ
ス
ク
回
避
の
点
に
認
め
ら
れ
た
の
か
は
必
ず
し
も
は
っ
き
り
し
な
い
（
か
つ
、
い
ず
れ
で
あ
る
と
解
釈
し
た
と
し

て
も
、
債
権
行
為
と
は
異
な
る
も
の
が
「
法
的
原
因
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、

O

G

H
が
こ
の
決
定
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
上
告
に
対
す
る
裁
判

は
す
べ
て
決
定
B
e
s
c
h
l
u
B
に
よ
り
為
さ
れ
る
。

H
o
l
z
h
a
m
m
e
r
,
O
s
t
e
r
r
e
i
c
h
i
s
c
h
e
s
 Z
i
v
i
l
p
r
o
z
e
B
r
e
c
h
t
 2. 
A
u
f
l
.
 
(
1
9
7
6
)
 
S. 3
3
8
)

に
お
い
て
「
法

的
原
囚
」
の
法
的
性
質
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
）
が
、
少
な
く
と
も
単
に
「
権
利
譲
渡
が
為
さ
れ
た
L

と
い
う
だ
け
で
は
譲
渡

の
有
効
性
を
認
め
る
に
足
り
な
い
と
い
う
立
場
が
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
訴
訟
追
行
権
限
の
み
の
譲
渡
の
禁
止
（
後
述
第
二
節
第

一
款
参
照
）
を
意
識
し
て
の
判
示
で
あ
り
、
権
利
の
信
託
的
譲
渡
が
場
合
に
よ
っ
て
は
単
な
る
訴
訟
追
行
権
限
の
譲
渡
の
禁
止
の
潜
脱
に
な
り
得
る
と
い

う
考
え
を
背
景
に
持
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
任
意
的
訴
訟
担
当
の
禁
止
」
が
権
利
の
信
託
的
譲
渡
の
有
効
性
の
判
断
に
影
響
を
及
ぽ
す

と
い
う
現
象
は
、
訴
訟
目
的
の
信
託
の
禁
止
が
任
意
的
訴
訟
担
当
の
許
容
性
の
判
断
に
影
響
を
及
ぽ
し
て
い
る
日
本
で
の
議
論
の
ち
ょ
う
ど
対
照
を
成
す
。

も
っ
と
も
こ
の
O

G

H
の
決
定
の
考
え
方
は
、
他
の
裁
判
例
や
文
献
に
よ
っ
て
は
共
有
さ
れ
て
い
な
い
。

Grill b
e
r
g
e
r
前
掲
注

(313)
S. 1
4
4
 
(
R
)
;
 
K
o
z
i
o
l
/
W
e
i
s
e
r
前
掲
注

(314)
S. 179f. 
こ
の
た
め
、
権
利
の
信
託
的
譲
渡
と
任
意
的
訴
訟
担
当
と

の
実
質
的
な
差
異
が
、
ド
イ
ツ
に
比
ベ
一
層
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

ing, 
Z
i
v
i
l
p
r
o
z
e
B
r
e
c
h
t
 2
 A
u
f
l
.
 
(
1
9
9
0
)
 
S. 802£. 

(319) 
F
a
s
c
h
i
n
g
前
掲
注

(318)
S. 3
4
5
;
 R
e
c
h
b
e
r
g
e
r
/
S
i
m
o
t
t
a
,
 G
r
u
n
d
r
i
B
 
d
e
s
 o
s
t
e
r
r
e
i
c
h
i
s
c
h
e
n
 Z
i
v
i
l
p
r
o
z
e
B
r
e
c
h
t
s
 4
 Au
f
l
.
 
(
1
9
9
4
)
 
S. 79. 

判
例
は
そ
の
分
、
「
事
件
適
格
L

な
る
概
念
を
係
争
権
利
関
係
の
主
体
と
い
う
本
来
の
意
味
よ
り
も
広
い
意
味
で
用
い
て
い
る
。
後
掲
注

(323)
参
照
。

唯
一
訴
訟
追
行
権
限
の
概
念
を
用
い
る
の
が
、
ホ
ル
ツ
ハ
ン
マ
ー
で
あ
る
。

H
o
l
z
h
a
m
m
e
r
前
掲
注

(316)

s. 78ff. 

316 

も
っ
と
も
、
訴
え
を
不
適
法
と
し
て
却
下
す
る
決
定
に
は
、
既
判
力
が
生
じ
る
と
解
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
実
質
は
判
決
に
限
り
な
く
近
い
。

F
a
s
c
h
'

訴
訟
追
行
権
限
の
欠
鋏
は
、
決

116 (4• 81) 577 



論 説

J

の
準
則
で
は
、
例
外
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
る

法
上
の
関
係
に
基
礎
が
あ
る
の

（
が
通
常
）

で

判
例

(
O
G
H
)
の

立

場

は

複

雑

で

、

一

九

―

四

年

に

「

取

立

委

任

」

を

肯

定

す

る

裁

判

例

祠

）

（

321
）

が
登
場
す
る
。
し
か
し

O
G
H
は
そ
の
後
す
ぐ
に
任
意
的
訴
訟
担
当
に
対
し
て
否
定
的
態
度
を
表
明
す
る
に
至
る
。
特
に
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
が
発
祥
の
地
と
さ
れ
る
隠
れ
た
債
権
譲
渡
に
お
け
る
譲
渡
人
に
対
す
る
訴
求
の
授
権
に
つ
い
て
も
こ
れ
を
不
適
法
と
す
る
立
場
が

（詔）

取
ら
れ
た
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
。
こ
の
態
度
は
し
ば
ら
く
貫
か
れ
る
が
、
戦
後
一
九
五

0
年
代
に
入
り
、
任
意
的
訴
訟
担
当
を
無

(323) 

制
限
に
許
容
す
る
裁
判
例
が
主
流
化
す
る
。
但
し
、
こ
の
時
期
に
任
意
的
訴
訟
担
当
を
認
め
な
い
趣
旨
の
判
例
が
無
か
っ
た
わ
け
で
は

(324) 

な
く
、
判
例
は
混
乱
の
状
況
に
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
蛇
行
の
末
、

限
的
許
容
を
説
く
判
例
が
現
れ
る
。

O
G
H
VII E
n
t
s
c
h
e
i
d
u
n
g
 v
o
m
 2.
7
.
1
9
6
9
,
 
S
 N
 4
2
/
1
0
5

が
そ
れ
で
あ
る
。
債
権
譲
受
人
の
同

意
に
基
づ
き
譲
渡
人
が
債
権
を
訴
求
し
た
と
い
う
事
案
で
、

追
行
権
限
の
譲
渡
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
で
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
譲
渡
人
に
よ
る
訴
え
提
起
の
場
合
は
、
譲
渡
人
・
譲
受
人
間
の
実
体

（
そ
の
場
合
に
は
）
許
さ
れ
る
と
判
示
し
て
、
原
告
の
事
件
適
格
を
否
定
し
た
原
判
決

(325) 

を
破
棄
、
請
求
を
認
容
し
た
。
以
後
の

O
G
H
は
こ
の
立
場
を
踏
襲
し
、
実
体
法
上
の
関
係
を
伴
わ
な
い
単
な
る
訴
訟
追
行
権
限
の
譲

渡
は
不
適
法
だ
が
、
実
体
法
上
の
関
係
が
あ
れ
ば
別
で
あ
る
と
す
る
判
例
準
則
が
出
来
上
が
る
。

(316) 

（
授
権
者
・
被
授
権
者
間
の
）
占
実
体
法
上
の
関
係
」
と
い
う
も
の
が
い
か
な
る

関
係
を
意
味
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。
玉
実
体
権
（
限
）
」
が
訴
訟
追
行
権
限
と
と
も
に
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
は
要
求
せ
ず
、
授
権
者
・
被

第

一

款

判

第
二
節
判
例
•
学
説
に
お
け
る
任
意
的
訴
訟
担
当
の
許
容
性
に
関
す
る
議
論

定
に
よ
る
訴
え
却
下
を
齋
す
と
い
う
。

例

O
G
H
は
他
に
何
ら
か
の
実
体
法
上
の
関
係
を
伴
な
わ
な
い
単
な
る
訴
訟

一
義
的
な
解
釈
を
許
さ
な
い
。
ま
ず
、

一
九
六
九
年
に
、
任
意
的
訴
訟
担
当
の
制

116 (4• 82) 578 



任意的訴訟担当の許容性について (3)

321 

授
権
者
間
の
占
実
体
法
上
の
関
係
」
が
基
礎
に
あ
れ
ば
よ
い
と
す
る
、

し
得
る
。
し
か
し
、

O
G
H
に
よ
り
か
か
る
「
実
体
法
上
の
関
係
」
の
存
在
が
肯
定
さ
れ
た
事
例
に
は
、
債
権
譲
渡
人
が
譲
受
人
の
同

(

3

2

7

)

(

3

2

8

)

 

意
を
得
て
訴
求
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
の
他
は
、
訴
訟
物
た
る
請
求
権
自
体
の
譲
渡
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
事
案
し
か
な
い
。
そ
の
他
民

(319) 

法
上
の
組
合
（
正
確
に
は
全
組
合
員
の
合
有
）
に
属
す
る
用
益
権
を
業
務
執
行
組
合
員
が
裁
判
上
主
張
し
た
と
い
う
事
案
、
カ
ル
テ
ル

(330) 

の
代
表
者
が
カ
ル
テ
ル
構
成
員
の
競
争
法
上
の
差
止
請
求
権
を
裁
判
上
主
張
し
た
と
い
う
事
案
（
事
案
は
仮
処
分
申
請
）
に
お
い
て
、

い
ず
れ
も
任
意
的
訴
訟
担
当
が
否
定
さ
れ
て
い
る
。
訴
訟
物
た
る
請
求
権
自
体
の
譲
渡
が
認
め
ら
れ
た
ケ
ー
ス
は
任
意
的
訴
訟
担
当
の

事
案
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
債
権
譲
渡
人
に
よ
る
訴
え
を
許
容
し
た
裁
判
例
は
、
如
何
な
る
「
実
体
法
上
の
関
係
」
が
債

権
譲
渡
人
・
譲
受
人
間
に
存
す
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
裁
判
例
は
譲
受
人
の
同
意
を
得
て
債
権
を
訴
求
す
る
債

(331) 

権
譲
渡
人
に
、
信
託
的
譲
渡
に
お
け
る
受
託
者
と
同
等
の
地
位
を
認
め
る
趣
旨
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
む
し
ろ
、
後
述
（
第
三
節

第
四
款
）
す
る
信
託
的
譲
渡
に
関
す
る
判
例
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
の
が
素
直
で
あ
ろ
う
。
結
局
、

一
見
任
意
的
訴
訟
担
当
を
一
定
の
範
囲
で
許
容
し
て
い
る
と
も
見
ら
れ
る
抽
象
的
準
則
を
採
用
し
つ
つ
、
現
実
に
は
任
意
的
訴
訟
担
当

を
認
め
て
い
る
と
は
い
え
な
い
、

と
評
価
す
る
べ
き
こ
と
に
な
ろ
う
。

O
G
H
 
I
 

E
n
t
s
c
h
e
i
d
u
n
g
 v
o
m
 7.
1
.
1
9
1
4
,
 
G
I
U
N
F
 N
o
.
 6
7
4
6
.
 

よ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
「
取
立
委
任
」
肯
定
判
例
は
、
第
三
節
第
四
款
に
て
後
述
す
る
取
立
譲
渡
に
関
す
る
判
例
の
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
て
理

解
す
る
方
が
妥
当
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

320 

そ
の
抽
象
的
な
命
題
か
ら
は
、
相
当
広
範
囲
な
許
容
も
導
き
出

O
G
H
は

そ
れ
以
前
に
は
、
任
意
的
訴
訟
担
当
の
問
題
を
扱
っ
た
裁
判
例
は
存
在
し
な
い

2
.
7
.
1
9
3
0
,
 N
 Bl 1
9
3
1
/
1
8
.
 

適
格
譲
渡
を
認
め
た
裁
判
例
は
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る

(
O
G
H
II 
E
n
t
s
c
h
e
i
d
u
n
g
 v
o
m
 4.
1
0
.
1
9
2
7
,
 
R
e
c
h
t
s
p
r
e
c
h
u
n
g
 1
0
/
4
.
 

(
原
典
未
参
照
）
）
。

O
G
H
 
I
 

E
n
t
s
c
h
e
i
d
u
n
g
 v
o
m
 7.
4
.
1
9
2
7
,
 
S
 N
 9
/
1
3
2
;
 
O
G
H
 Pl
e
n
a
r
b
e
s
c
h
l
u
B
 
v
o
m
 15
.
1
.
1
9
2
9
,
 S
Z
 11
/
1
5
;
 
O
G
H
 
I
 

E
n
t
s
c
h
e
i
d
u
n
g
 v
o
m
 

い
ず
れ
も
、
債
権
譲
渡
人
に
よ
る
訴
求
の
事
案
で
あ
る
。
但
し
、

L
o
b
!
前
掲
注

(315)
S
.
 1
0

に
よ
れ
ば
、
株
主
権
行
使
の
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論 説

O
G
H
 III E
n
t
s
c
h
e
i
d
u
n
g
 v
o
m
 5.
1
2
.
1
9
5
6
 :
 

JBI 1
9
5
7
,
 2
9
4
 
:
 宙
ナ
の
掴
学
舌
保
険
に
基
づ
く
俣
広
映
金
の
支
払
い
を
、
車
の
所
有
者
が
保
険
会
社
に
請
求

し
た
事
案
。
保
険
金
支
払
請
求
権
は
、
車
購
入
の
際
の
融
資
者
に
譲
渡
さ
れ
て
い
た
の
で
、
当
初
原
告
は
、
保
険
金
全
額
を
融
資
者
に
支
払
う
よ
う
に
請

求
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
融
資
者
が
融
資
額
分
に
つ
い
て
自
ら
保
険
会
社
相
手
に
訴
求
し
た
た
め
、
残
り
の
分
の
自
己
へ
の
支
払
い
に
訴
え
を
変
更
し
た
。

O
G
H
は
、
譲
受
人
の
同
意
に
基
づ
き
譲
渡
人
が
訴
訟
追
行
す
る
場
合
に
は
、
事
件
適
格
欠
鋏
の
抗
弁
は
提
起
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
し
た
。
も
っ
と

も
、
こ
の
事
案
で
は
、
譲
受
人
か
ら
譲
渡
人
に
対
し
て
債
権
の
一
部
が
返
還
的
に
譲
渡
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
も
出
来
る
。

O
G
H
 V
 E
n
t
s
c
h
e
i
d
u
n
g
 v
o
m
 20
.
1
1
.
1
9
6
8
,
 
J
B
I
 1
9
6
9
 5
5
4
 
:
 il!RI
―
―
者
に
酷
5

ん
で
被
告
（
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
）
で
車
の
オ
イ
ル
を
買
っ
て
も
ら
っ

た
と
こ
ろ
そ
れ
が
不
良
品
で
あ
っ
た
た
め
に
自
分
の
車
に
損
害
を
被
っ
た
原
告
が
、
被
告
を
相
手
に
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
事
案
。
一
審
は
契
約
当
事
者

が
第
三
者
で
あ
る
と
い
う
認
定
の
下
、
原
告
固
有
の
損
害
賠
償
請
求
権
を
否
定
し
、
請
求
を
棄
却
し
た
が
、
二
審
は
原
告
固
有
の
損
害
賠
償
請
求
権
を
肯

定
し
た
。

O
G
H
は
原
告
固
有
の
損
害
賠
償
請
求
権
を
認
め
、
―
―
審
の
判
断
を
支
持
し
た
が
、
傍
論
で
、
（
仮
に
原
告
固
有
の
請
求
権
が
認
め
ら
れ
な
い

と
し
て
も
）
契
約
当
事
者
た
る
第
三
者

(11
権
利
者
）
の
同
意
が
あ
れ
ば
、
事
件
適
格
の
抗
弁
は
提
起
で
き
な
く
な
る
と
述
べ
る
。

O
G
H
 V
I
 E
n
t
s
c
h
e
i
d
u
n
g
 v
o
m
 1
1
.
 1
2
.
 1
9
6
8
.
 
E
v
B
I
 1
9
6
9
/
2
1
6
 
:
 養
鶏
場
主
の
息
子
（
飼
鶏
の
所
有
者
）
が
、
養
鶏
場
の
建
築
主
に
対
し
て
、
建

判
ホ
に
影
響
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

O
G
H
 I
 En
t
s
c
h
e
i
d
u
n
g
 v
o
m
 6.
6
.
1
9
5
1
,
 
S
 N
 2
4
/
1
5
8
:
 埠
m
輪
泥
棒
t
に
あ
っ
た
夫
婦
呻
の
夫
が
泥
棒
を
被
告
と
し
て
損
害
賠
償
を
求
め
る
訴
え
を
提
起

し
た
が
、
指
輪
の
所
有
者
が
妻
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
被
告
が
事
件
適
格
欠
鋏
の
抗
弁
を
提
出
し
た
と
い
う
事
案
。

O
G
H
は
、
夫
の
訴
訟

追
行
に
対
す
る
妻
に
よ
る
同
意
が
あ
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、
事
件
適
格
欠
鋏
の
抗
弁
を
排
斥
し
た
。
事
件
適
格
欠
訣
の
抗
弁
は
、
被
告
の
再
応
訴
の
負
担

を
回
避
す
る
た
め
に
認
め
ら
れ
る
も
の
だ
が
、
権
利
主
体
が
第
一
―
―
者
の
訴
訟
追
行
に
対
し
て
同
意
し
て
い
る
場
合
に
は
、
被
告
は
権
利
主
体
の
再
訴
に
対

し
て
悪
意
の
抗
弁

e
x
c
e
p
t
i
o
doli
で
対
抗
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
の
で
、
本
訴
で
事
件
適
格
欠
訣
の
抗
弁
を
認
め
る
必
要
が
無
い
こ
と
を
根
拠
と
す

る
。
但
し
、
こ
の
事
案
で
は
訴
え
提
起
後
に
夫
が
死
亡
し
て
お
り
、
妻
か
ら
自
分
が
単
独
相
続
人
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
為
さ
れ
て
い
る
（
相
続
自
体
は

未
開
始
）
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。
妻
が
夫
を
相
続
す
れ
ば
、
訴
訟
物
た
る
請
求
権
は
結
局
妻
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な
る
。
か
か
る
特
殊
事
情
が
上
記
の

323)

許
容
判
例
の
事
案
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

322)

前
掲
注

(321)
O
G
H
 S
Z
 1
1
/
1
5
.
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任意的訴訟担当の許容性について (3)

325 324 築
上
の
瑕
疵
に
基
づ
く
損
害
（
換
気
扇
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
い
、
鶏
が
窒
息
死
。
換
気
扇
ス
ト
ッ
プ
の
際
の
警
報
装
置
の
不
設
置
が
問
題
と
さ
れ
た
）

の
賠
償
を
請
求
し
た
と
い
う
事
案
。
主
張
さ
れ
た
損
害
は
養
鴇
場
主
に
生
じ
た
も
の
と
鶏
の
所
有
者
と
し
て
原
告
自
ら
に
生
じ
た
も
の
の
両
方
で
あ
っ
た
。

一
審
は
、
原
告
に
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
は
被
告
の
過
失
を
否
定
し
、
養
鶏
場
主
に
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
は
、
原
告
の
事
件
適
格
を
否
定
し
、
い
ず
れ

の
請
求
も
棄
却
し
た
。
二
審
は
、
被
告
の
過
失
•
原
告
の
事
件
適
格
双
方
を
肯
定
し
て
一
審
判
決
を
破
棄
し
、
損
害
額
の
算
定
の
為
に
差
戻
し
た
。
O
G

H
は
こ
の
二
審
の
判
断
を
支
持
し
た
。
養
鶏
場
主
に
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
は
、
原
告
が
養
鵠
場
主
の
同
意
に
基
づ
き
訴
え
を
提
起
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

原
告
の
事
件
適
格
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
。
な
お
、
こ
の
事
件
は
日
本
で
あ
れ
ば
選
定
当
事
者
の
規
定
（
新
法
三

0
条
、
旧
法
四
七
条
）
の
適
用
を
受
け

る
事
案
で
あ
る
。

前
掲
注

(323)
O
G
H
,
 J
B
I
 1
9
5
7
 2
9
4

に
お
い
て
任
意
的
訴
訟
担
当
を
認
め
た
三
部
が
、

O
G
H
E
n
t
s
c
h
e
i
d
u
n
g
 v
o
m
 7
.
6
.
1
9
6
1
,
 
E
v
 Bl
 1
9
6
1
/
 

3
8
2

に
お
い
て
、
債
権
譲
渡
人
に
よ
る
譲
受
人
へ
の
弁
済
請
求
を
棄
却
し
た
原
審
判
決
を
維
持
し
て
い
る
。
譲
受
人
に
よ
る
同
意
の
有
無
は
不
明
だ
が

（
但
し
、
譲
受
人
か
ら
の
債
権
の
戻
し
譲
渡
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
自
己
で
は
な
く
譲
受
人
へ
の
弁
済
を
求
め
る
に
至
っ
た
と
の
主
張
が
原

告
よ
り
為
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
、
原
告
に
よ
る
、
譲
受
人
か
ら
の
債
権
の
戻
し
譲
渡
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
の
申
し
開
き
を
も
っ
て
、

同
意
の
不
存
在
の
自
認
と
解
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
が
、
や
は
り
戻
し
譲
渡
と
単
な
る
訴
訟
追
行
へ
の
同
意
は
異
な
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、

同
意
の
有
無
は
確
定
さ
れ
て
い
な
い
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
）
、
判
旨
は
、
訴
権
は
個
々
の
実
体
権
の
流
出
物
で
あ
り
実
体
権
者
に
帰
属
す
る
、
実
体
権

主
以
外
へ
の
帰
属
と
い
う
形
で
の
訴
権
の
分
離
は
許
さ
れ
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
し
、
同
意
の
有
無
に
つ
い
て
の
審
理
の
必
要
を
説
い
て
い
な
い
の
で
、

任
意
的
訴
訟
担
当
を
否
定
す
る
趣
旨
と
と
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
同
決
定
は
、
譲
渡
人
が
譲
受
人
の
債
権
を
訴
求
す
る
利
益
に
つ
い
て
検
討
を

加
え
た
上
、
こ
れ
を
否
定
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
第
三
節
第
三
款
に
て
ま
た
触
れ
る
。

O
G
H
 III E
n
t
s
c
h
e
i
d
u
n
g
 v
o
m
 28
.
 l
 

9
.
1
.
1
9
8
0
,
 
S
Z
 5
3
/
2
;
 
O
G
H
 III 
E
n
t
s
c
h
e
i
d
u
n
g
 v
o
m
 9
.
4
.
1
9
8
0
,
 
E
v
B
I
 1
9
8
0
/
1
4
0
;
 
O
G
H
 I
V
 E
n
t
s
c
h
e
i
d
u
n
g
 v
o
m
 1
9
.
5
.
1
9
8
1
,
 
S
Z
 5
4
/
7
6
;
 

O
G
H
 I
 En
t
s
c
h
e
i
d
u
n
g
 v
o
m
 14
.
1
1
.
1
9
8
4
,
 S
Z
 5
7
 
/
1
7
4
;
 O
G
H
 VII E
n
t
s
c
h
e
i
d
u
n
g
 v
o
m
 19
.
6
.
1
9
8
6
,
 
O
B
A
 19
8
7
 5
3
;
 O
G
H
 V
 En
t
s
c
h
e
i
d
u
n
g
 

v
o
m
 24
.
6
.
1
9
8
6
,
 
O
B
A
 19
8
7
 5
5
;
 
O
G
H
 VIII E
n
t
s
c
h
e
i
d
u
n
g
 v
o
m
 1
5
.
6
.
1
9
8
9
,
 
O
B
A
 19
9
0
 2
2
0
.
 

そ
の
伽
g
倖
g

論
と
し
て
帥
｛
れ
て
い
る

flJfJU
に、

O
G
H
 II 
E
n
t
s
c
h
e
i
d
u
n
g
 v
o
m
 27
.
1
0
.
1
9
7
2
,
 
R
 N
 1
9
7
3
/
2
 0
"
 O
G
H
 VII E
n
t
s
c
h
e
i
d
u
n
g
 v
o
m
 18
.
4
.
1
9
7
4
,
 
S
 N
 4
7
/
4
6
;
 
O
G
H
 I
 En
t
s
c
h
e
i
d
u
n
g
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般
化
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

v
o
m
 9.
1
1
.
1
9
7
7
,
 
J
B
I
 1
9
7
8
 3
8
2
;
 
O
G
H
 V
I
 E
n
t
笞
h
e
i
d
u
n
g
v
o
m
 13
.
7
.
1
9
8
1
,
 
S
Z
 54
/
1
0
4
;
 
O
G
H
 VIII E
n
t
s
c
h
e
i
d
u
n
g
 v
o
m
 30
.
9
.
1
9
8
2
,
 
S
Z
 

5
5
/
1
3
7

が
あ
る
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
任
意
的
訴
訟
担
当
は
訴
訟
追
行
権
限
の
譲
渡
に
基
づ
く
と
考
え
る
者
が
多
数
を
占
め
る
の
で
、
ド
イ
ツ
に
言
う
授
権
者
・
被

授
権
者
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
的
に
言
え
ば
そ
れ
ぞ
れ
訴
訟
追
行
権
限
の
譲
渡
人
・
譲
受
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
が
説
明
の
便
宜
上
、
授
権
者
・
被
授
権
者

O
G
H
 S
 N
 4
2
/
1
0
5

の
他
、
前
掲
注

(325)
O
G
H
 S
 N
 4
3
/
2
1
;
 
O
G
H
 O
B
A
 19
8
7
 5
3
;
 
0
 G
H
 O
B
A
 19
8
7
 5
5
;
 
O
G
H
 O
B
A
 19
9
0
 2
2
0
.
 

前
掲
注

(325)
O
G
H
 S
 N
 4
7
/
3
;
 
O
G
H
 E
v
B
I
 1
9
8
0
/
1
4
0
;
 
O
G
H
 S
Z
 5
7
/
1
7
4
.
 

た
だ
し
、
原
告
が
債
権
者
、

H
が
そ
の
債
権
の
受
託
者
、

A
が
債
務
者
、
被
告
が
そ
の
債
務
の
保
証
人
、
と
い
う
事
実
関
係
の
下
で
、

A
に
つ
き
破

産
手
続
が
開
始
し
た
後
に
、
原
告

•
H

間
で
信
託
終
了
の
合
意
が
為
さ
れ
、
原
告
が
被
告
に
対
し
保
証
債
務
の
履
行
を
請
求
し
た
が
、
他
方
でH
が
A
の

破
産
手
続
に
お
い
て
債
権
の
届
け
出
を
し
て
い
た
た
め
、
原
告
の
保
証
債
権
に
関
す
る
事
件
適
格
が
問
題
と
な
っ
た
と
い
う
事
案
に
お
い
て
、

O
G
H

2
 B
A
 19
8
7
 
5
5
 
(
前
掲
注

(325)
）
は
、
信
託
の
終
了
に
よ
り
主
債
権
・
保
証
債
権
と
も
に

H
か
ら
原
告
に
返
還
さ
れ
た
が
、

H
は
被
告
に
対
し
て
自
己

の
名
で
主
債
権
を
主
張
す
る
義
務
を
負
い
、
そ
の
権
限
を
付
与
さ
れ
た
と
見
て
、

H
の
A
の
破
産
手
続
で
の
主
債
権
届
出
適
格
と
、
原
告
の
被
告
に
対
す

る
保
証
債
権
に
つ
く
事
件
適
格
を
い
ず
れ
も
肯
定
す
る
判
断
を
下
し
て
い
る
。
こ
の
裁
判
例
は
、
原
告
へ
の
主
債
権
の
帰
属
を
認
め
つ
つ

H
の
「
主
債
権

を
自
己
の
名
で
主
張
す
る
」
権
限
を
肯
定
し
て
お
り
、

H
に
信
託
に
お
け
る
受
託
者
と
同
等
の
地
位
を
認
め
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
、
こ
の
裁

判
例
に
は
、
主
債
権
の

H
へ
の
帰
属
（
す
な
わ
ち
主
債
権
の
原
告
へ
の
非
帰
属
）
を
認
め
つ
つ
、
保
証
債
権
に
つ
く
原
告
の
事
件
適
格
を
認
め
よ
う
と
す

る
と
、
保
証
債
務
の
附
従
性
と
の
関
係
で
厄
介
な
問
題
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
問
題
に
立
ち
入
る
の
を
避
け
る
た
め
に
主
債
権
の

H
へ
の
帰
属
を
認

め
た
く
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
が
存
す
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た

H
が
実
際
に
行
っ
た
行
為
は
破
産
手
続
に
お
け
る
債
権
届
出
に
留
ま
り
、
彼
が
配
当
金
の

給
付
の
宛
先
と
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
管
財
人
が

H
の
受
給
権
限
を
認
め
た
か
ら
に
過
ぎ
な
い
と
解
す
る
こ
と
も
出
来
る
。
結
局
、
そ
の
判
示
は
一

331 330 

前
掲
注

(325)
O
G
H
 S
Z
 5
4
/
7
6
.
 

329 

前
掲
注

(325)
O
G
H
 S
Z
 53
/
2
.
 

328 327 
と
い
う
用
語
を
用
い
る
。
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任意的訴訟担当の許容性について (3)

タ
の
所
論
も
簡
潔
だ
が
同
旨
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

(332) 

学
説
で
は
、
任
意
的
訴
訟
担
当
を
認
め
な
い
見
解
が
支
配
的
で
あ
る
。

ホ
ル
ツ
ハ
ン
マ
ー
が
、
固
有
の
利
益
の
要
件
の
下
に
認
め
る

と
い
う
ド
イ
ツ
通
説
と
同
じ
立
場
を
主
張
し
て
い
る
が
、
少
数
説
に
留
ま
る
。
な
お
、
隠
れ
た
債
権
譲
渡
に
限
っ
て
任
意
的
訴
訟
担
当

(333) 

を
認
め
る
見
解
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。

否
定
説
の
根
拠
は
、
少
な
く
と
も
表
面
に
現
さ
れ
て
い
る
も
の
を
見
る
限
り
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
ド
グ
マ
チ
ッ
シ
ュ
な
も
の
で
あ
る
。

(334) 

被
告
保
護
と
い
う
観
点
は
表
立
っ
て
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
フ
ァ
ッ
シ
ン
グ
は
、
任
意
的
訴
訟
担
当
を
単
な
る
訴
え
提
起
権
限

K
l
a
g
e
b
e
f
u
g
n
i
s
の
譲
渡
と
見
た
上
で
、
訴
え
提
起
権
限
は
国
に
対
す
る
公
法
上
の
請
求
権
で
あ
り
、
基
礎
と
な
る
権
利
と
区
別
し
て

は
譲
渡
で
き
な
い
こ
と
を
否
定
の
根
拠
と
す
る
。
グ
リ
ル
ベ
ル
ガ
ー
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
訴
訟
追
行
権
限
な
る
概
念
を
認
め
て
、

そ
れ
が
実
体
権
と
別
に
譲
渡
可
能
で
あ
る
と
す
る
立
場
を
取
っ
た
と
し
て
も
、
訴
訟
追
行
権
限
の
み
の
譲
渡
は
、
被
譲
渡
人
が
対
象
た

る
実
体
権
の
本
案
に
つ
い
て
訴
訟
追
行
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
し
か
基
礎
付
け
得
な
い
。
原
告
が
、
本
案
に
つ
い
て
勝
訴
で
き
る
か
ど

う
か
は
別
問
題
で
あ
る
。
訴
訟
追
行
権
限
の
存
在
は
訴
え
の
適
法
性
を
基
碗
付
け
る
の
み
で
あ
り
、
本
案
判
決
の
帰
趨
に
は
影
響
が
な

み
で
あ
り
、

い
。
す
な
わ
ち
、
グ
リ
ル
ベ
ル
ガ
ー
は
、
訴
訟
追
行
権
限
の
み
を
第
三
者
が
取
得
し
た
と
し
て
も
、
彼
に
よ
る
訴
え
は
適
法
に
な
る
の

(335) 

そ
の
訴
え
の
基
礎
に
原
告
の
実
体
権
が
存
し
な
い
以
上
、
請
求
棄
却
に
し
か
な
り
得
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
ジ
モ
ッ

こ
の
グ
リ
ル
ベ
ル
ガ
ー
の
説
く
と
こ
ろ
は
注
目
に
値
す
る
。
彼
の
立
論
に
対
し
て
は
、
本
案
と
は
訴
訟
物
た
る
権
利
関
係
に
つ
い
て

の
判
断
で
あ
る
。
原
告
が
第
三
者
の
権
利
関
係
に
つ
い
て
訴
訟
追
行
権
限
を
有
す
る
場
合
に
は
、
訴
訟
物
を
構
成
す
る
の
は
当
該
第
三

者
の
法
律
関
係
で
あ
る
。
こ
の
第
三
者
の
権
利
関
係
に
つ
い
て
本
案
審
理
が
許
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

第

二

款

学

説

そ
の
第
三
者
の
権
利
関
係
が

116 (4• 87) 583 



論 説

存
在
す
れ
ば
請
求
が
認
容
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
原
告
が
当
該
第
三
者
の
権
利
関
係
に
つ
い
て
訴
訟
追
行
権

限
を
有
し
本
案
審
理
が
許
さ
れ
る
以
上
、
審
理
の
結
果
第
三
者
の
権
利
関
係
の
存
在
が
肯
定
さ
れ
れ
ば
請
求
は
認
容
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
、
と
い
う
正
当
な
反
論
を
提
起
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
重
要
な
の
は
、
訴
訟
追
行
権
限
の
み
を
権
利
主
体
以
外
の
第
三

者
が
取
得
し
た
と
し
て
も
、
彼
に
よ
る
訴
え
は
適
法
に
な
る
の
み
で
あ
り
、
請
求
は
棄
却
さ
れ
る
と
す
る
見
解
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お

い
て
は
確
信
を
も
っ
て
主
張
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

リ
ア
で
は
か
か
る
見
解
が
通
用
す
る
基
礎
、

る
の
で
あ
る
。

Grill b
e
r
g
e
r
前
掲
注

(313)
S. 1
4
6
;
 

さ
ら
に
は
支
持
者
を
得
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
訴
訟
の
対
象
は
あ
く
ま
で
原
告
の
実
体
権
で
あ
る
と
い
う
発
想
が
根
強
く
存
す

F
a
s
c
h
i
n
g
前
掲
注

(333)
S. l
 7
8
f
,
 

R
e
c
h
b
e
r
g
e
r
 /
S
i
m
o
t
t
a
前
掲
注

(319)
S. 
77; 

K
o
m
m
e
n
t
a
r
 z
u
m
 A
l
l
e
g
e
m
e
i
n
e
n
 biirgerlichen G
e
s
e
t
z
b
u
c
h
 2
 
Aufl. 
(
1
9
9
0
)
§
1
3
9
2
 
R
d
n
r
.
 7
.
 

Q
u
H
G
Z
 1
9
7
2
 
S
.
 3
2
2
f
.
 

オ
ー
ス
ト

R
u
m
m
e
l
/
E
r
t
l
,
 

F
r
o
t
z
 A
k
t
u
e
l
l
e
 
P
r
o
b
l
e
m
e
 d
e
s
 K
r
e
d
i
t
s
i
c
h
e
r
u
n
g
s
r
e
c
h
t
s
 
(
1
9
7
0
)
 

S. 2
4
8
f
.
;
 

K
o
z
i
o
l
,
 
R
e
c
h
t
s
f
r
a
g
e
n
 b
e
i
m
 Factoring~Geschaft, 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
も
、
任
意
的
訴
訟
担
当
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
被
告
が
不
利
益
を
負
う
こ
と
は
、
否
定
で
き
な
い
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
事
訴
訟
法

に
お
け
る
当
事
者
尋
問
の
扱
い
は
限
り
な
く
証
人
尋
問
の
そ
れ
に
近
い
（
尋
問
要
件
も
証
人
尋
問
と
同
じ
で
あ
る
し
、
当
事
者
尋
問
の
補
充
性
も
一
九
八

三
年
の
訴
訟
法
改
正
で
排
除
さ
れ
た
。
出
頭
・
供
述
・
宣
誓
義
務
の
罰
金
に
よ
る
強
制
が
な
く
、
義
務
違
反
は
裁
判
所
の
自
由
心
証
に
服
す
る
と
さ
れ
て

い
る
点
、
供
述
拒
絶
権
の
範
囲
が
証
人
よ
り
も
若
干
狭
い
点
の
み
が
異
な
る
）
の
で
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
ド
イ
ツ
に
お
い
て
当
事
者
尋
問
に
関
連
し
て

生
じ
る
の
と
同
じ
不
利
益
は
被
告
に
生
じ
な
い
（
但
し
、
供
述
拒
絶
権
の
範
囲
が
広
い
点
で
証
人
の
方
が
有
利
で
あ
る
と
は
言
い
得
る
し
、
出
頭
・
供

述
・
宣
誓
義
務
違
反
の
自
由
心
証
に
よ
る
評
価
を
嫌
っ
て
、
証
人
と
し
て
召
喚
さ
れ
る
方
を
好
む
者
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
）
。
ま
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民

事
訴
訟
法
は
訴
訟
当
事
者
と
の
関
係
か
ら
生
じ
る
証
言
拒
絶
権
を
認
め
て
い
な
い
の
で
、
証
言
拒
絶
権
者
を
恣
意
的
に
作
出
さ
れ
る
不
利
益
も
、
被
告
に

は
生
じ
な
い
。
し
か
し
訴
訟
費
用
に
伴
う
不
利
益
（
無
資
力
者
に
授
権
さ
れ
、
訴
訟
費
用
償
還
請
求
権
を
無
実
化
さ
れ
る
不
利
益
、
訴
訟
費
用
救
助
を
不

334 訟 332 
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任意的訴訟担当の許容性について (3)

訴
訟
担
当
を
認
め
る
に
伴
い
訴
訟
上
解
決
を
要
す
る
問
題
が
新
た
に
積
出
す
る
こ
と
も
不
許
の
根
拠
に
据
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
相
応
の
解
決
を
与
え
れ

ば
済
む
問
題
と
言
え
る
の
で
、
彼
の
不
許
容
論
の
中
核
は
上
記
の
「
訴
訟
追
行
権
限
が
存
在
す
る
だ
け
で
は
、
請
求
の
認
容
を
基
礎
付
け
る
の
に
十
分
で

は
な
い
L

と
い
う
理
論
体
系
的
な
考
え
に
あ
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
論
を
参
照
し
た
結
果
、
彼
の
地
で
は
任
意
的
訴
訟
担
当
を
認
め
る
必
要
性
は
、
権
利
譲
渡
と
い
う
手
段
が
取
れ

な
い
場
合
に
権
利
主
体
の
訴
訟
費
用
負
担
リ
ス
ク
を
取
り
除
く
点
に
絞
ら
れ
る
と
の
結
論
を
得
た
（
第
一
章
第
三
節
第
一
款
（
三
）
）
。
権
利

主
体
の
訴
訟
費
用
の
非
負
担
は
、
権
利
主
体
の
た
め
に
手
配
さ
れ
る
場
合
と
第
三
者
の
た
め
に
手
配
さ
れ
る
場
合
と
が
あ
っ
た
。
細
か

く
見
る
と
後
者
に
は
、
〈
1
〉
権
利
譲
渡
と
い
う
手
段
が
そ
も
そ
も
取
れ
な
い
場
合
、
〈
2
〉
権
利
主
体
が
、
権
利
の
主
張
自
体
に
関
心

は
な
い
が
権
利
自
体
は
保
持
し
た
い
と
考
え
る
場
合
、
〈
3
〉
も
し
く
は
主
張
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
権
利
が
、
物
権
的
請
求
権
等
、

基
礎
に
あ
る
物
権
等
と
一
緒
に
し
か
譲
渡
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
権
利
で
あ
り
、
権
利
主
体
が
基
礎
に
あ
る
物
権
等
自
体
は
保
持
し
た

い
と
考
え
て
い
る
よ
う
な
場
合
、
が
あ
っ
た
。
前
者
の
権
利
主
体
の
利
益
の
保
護
が
企
図
さ
れ
て
い
る
場
合
の
具
体
例
と
し
て
は
、

〈
4
〉
権
利
主
体
よ
り
も
第
三
者
の
方
が
訴
訟
費
用
を
負
担
す
る
方
が
両
者
の
関
係
に
照
ら
し
公
平
に
適
う
場
合
が
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ

に
お
け
る
〈
l
〉
の
ケ
ー
ス
の
典
型
例
が
、
土
地
所
有
者
が
譲
渡
し
た
土
地
が
、
登
記
上
第
三
者
名
義
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
場
合

（
以
下
①
と
す
る
）
、
〈
2
〉
の
典
型
例
が
債
権
の
譲
渡
人
が
債
務
者
に
対
し
て
債
権
を
訴
求
す
る
場
合
（
以
下
②
）
、
〈

3
〉
の
典
型
例

335 

第
三
節

ド
イ
ツ
に
お
い
て
任
意
的
訴
訟
担
当
の
必
要
が
説
か
れ
る
場
面
の
解
決

当
に
取
得
さ
れ
る
不
利
益
、
外
国
人
の
訴
訟
費
用
担
保
義
務
を
回
避
さ
れ
る
不
利
益
）
や
反
訴
提
起
に
伴
う
不
利
益
は
、
ド
イ
ツ
と
同
じ
よ
う
に
生
じ
る
。

も
っ
と
も
第
三
者
に
対
す
る
反
訴
提
起
の
問
題
は
ド
イ
ツ
ほ
ど
に
は
意
識
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
他
、
グ
リ
ル
ベ
ル
ガ
ー
は
、
授
権
者
へ
の
既
判
力
を
い
か
に
基
礎
付
け
る
か
、
授
権
者
に
よ
り
授
権
が
撤
回
さ
れ
た
場
合
を
ど
う
処
理
す
る
か
、

被
授
権
者
が
さ
ら
に
第
三
者
に
授
権
す
る
こ
と
を
認
め
る
べ
き
か
、
債
務
者
に
よ
る
被
授
権
者
に
対
す
る
反
訴
の
提
起
は
ど
う
扱
う
べ
き
か
等
、
任
意
的
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論 説

お
く
。

が
土
地
賃
借
人
が
不
法
占
拠
人
に
対
し
土
地
の
明
渡
し
を
求
め
る
場
合
（
以
下
③
）
、
〈
4
〉
の
典
型
例
が
土
地
の
譲
渡
人
が
本
来
は
存

在
し
な
い
は
ず
の
物
的
負
担
の
登
記
の
抹
消
を
請
求
す
る
場
合
（
以
下
④
）

で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
他
、
ド
イ
ツ
で
は
⑤
取
立
授
権
に
対
す
る
需
要
が
強
く
、
任
意
的
訴
訟
担
当
の
一
類
型
と
い
う
形
で
、
こ
れ
が
広
く
認
め

本
節
で
は
こ
れ
ら
の
典
型
例
が
任
意
的
訴
訟
担
当
を
認
め
な
い
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
い
か
に
処
遇
さ
れ
て
い
る
か
を
検
討
す
る
。

①
④
は
土
地
の
登
記
制
度
に
関
わ
る
。
そ
こ
で
具
体
的
検
討
に
入
る
前
に
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
登
記
制
度
に
つ
い
て
軽
く
概
観
し
て

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
も
ド
イ
ツ
に
お
け
る
と
同
様
、
登
記
が
現
実
の
実
体
法
上
の
権
利
関
係
を
必
ず
反
映
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。

現
実
の
土
地
所
有
権
者
と
異
な
る
者
が
登
記
簿
に
所
有
権
者
と
し
て
登
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
態
（
こ
れ
が
①
に
相
当
す
る
）
や
、

登
記
簿
上
は
あ
る
土
地
上
に
存
し
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
物
的
負
担
（
抵
当
権
等
）
が
現
実
に
は
存
在
し
て
い
な
い
と
い
う
事
態

（
こ
れ
が
④
に
相
当
す
る
）

権
者
及
び
物
的
負
担
の
権
利
者
を
B
、

は
生
じ
る
（
以
下
、
こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
に
お
け
る
現
実
の
土
地
所
有
権
者
を

A
、
登
記
簿
上
の
土
地
所
有

(336) 

A
が
第
三
者
に
土
地
を
譲
渡
し
た
場
合
の
譲
受
人
を
C
と
す
る
）
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
こ
れ
ら
登
記
と
実
際
が
異
な
る
場
合
に
は
、
被
害
者
は
登
記
抹
消
請
求
権
L
o
s
c
h
u
n
g
s
a
n
s
p
r
u
c
h
を
有
し
、

登
記
抹
消
の
訴
え

L
o
s
c
h
u
n
g
s
k
l
a
g
e
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
実
体
に
合
致
し
な
い
登
記
が
為
さ
れ
た
時
点

で
の
土
地
所
有
者
（
上
記
の

A
)
が
こ
の
「
被
害
者
」
と
し
て
登
記
抹
消
請
求
権
を
有
す
る
こ
と
に
争
い
は
な
い
。
ま
た
、
①
の
ケ
ー

ス
で

A
の
土
地
所
有
権
が
譲
渡
さ
れ
た
場
合
に
、
登
記
抹
消
請
求
権
が
譲
受
人

(C)

ら
れ
て
い
た
。

第
一
款
前
提
と
な
る
法
制
度

で
は
な
く

A
に
帰
属
す
る
こ
と
に
も
争
い
は
な
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任意的訴訟担当の許容性について (3)

い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

が
A
に
な
く
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
も
ド
イ
ツ
と
同
様
、
登
記
が
物
権
変
動
の
効
力
要
件
と
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
登
記
名
義

C
が
A
か
ら
の
移
転
登
記
を
受
け
ら
れ
な
い
以
上
、

C
に
は
土
地
所
有
権
は
帰
属
し
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

④
の
ケ
ー
ス
で

A
か
ら
C
に
被
負
担
土
地
の
所
有
権
が
譲
渡
さ
れ
た
場
合
（
こ
の
場
合
被
負
担
土
地
の
登
記
名
義
人
は

A
で
あ
る
の
で
、

C
は
A
か
ら
の
移
転
登
記
を
受
け
て
土
地
所
有
者
と
な
る
こ
と
が
出
来
る
）
に
誰
が
登
記
抹
消
請
求
権
の
主
体
に
な
る
か
に
は
、
争
い

(337)

（

338) 

が
あ
る
。
説
は
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
、
第
一
の
説
は
、
竺
6
1

A
b
s
.
 l
 

G
B
G
を
根
拠
に
、
請
求
権
者
は
依
然
A
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
し
て
、

C
が
自
ら
登
記
の
抹
消
を
請
求
し
た
い
場
合
に
は

A
か
ら
の
登
記
抹
消
請
求
権
の
譲
渡
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
、

で
足
り
る
と
い
う
。
第
二
の
説
は
、
登
記
抹
消
請
求
権
が
物
権
的
請
求
権
の
一
形
態
で
あ
る
こ
と
、

(339) 

る
こ
と
を
理
由
に

C
へ
の
登
記
抹
消
請
求
権
の
帰
属
を
認
め
る
。

か
つ
そ
れ

C
が
土
地
所
有
権
者
と
な
っ
て
い

な
お
、
抵
当
権
は
有
効
に
発
生
し
た
が
そ
の
後
被
担
保
債
権
が
弁
済
等
に
よ
り
消
滅
し
た
と
い
う
場
合
に
も
、
抵
当
権
の
登
記
を
抹

消
す
る
必
要
が
生
じ
る
。
こ
の
場
合
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
の
扱
い
が
ド
イ
ツ
と
異
な
っ
て
お
り
興
味
を
引
く
の
で
、
こ
こ
で
紹
介
す
る
。

ま
ず
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
被
担
保
債
権
が
消
滅
し
て
も
抵
当
権
の
方
は
そ
の
抹
消
が
登
記
さ
れ
る
ま
で
存
続
す
る
と
さ
れ
て
い
る

(
}
 4
6
9
 
A
B
G
B
)
。
従
っ
て
、
被
担
保
債
権
が
消
滅
し
た
場
合
に
抵
当
権
者
に
対
し
て
そ
の
抵
当
権
の
抹
消
の
登
記
に
同
意
す
る
よ
う

求
め
る
権
利
を
認
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
は
ド
イ
ツ
で
も
等
し
い
。
問
題
は
こ
の
権
利
を
誰
に
認
め
る
か
で
あ
り
、
特
に
被
負
担

土
地
が
譲
渡
さ
れ
た
後
に
譲
渡
人
に
よ
り
被
担
保
債
権
が
弁
済
さ
れ
た
よ
う
な
場
合
に
、
譲
渡
人
と
譲
受
人

(11
現
所
有
者
）

れ
に
抹
消
登
記
請
求
権
を
認
め
る
か
、

の
い
ず

で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の

B
G
B
は
、
被
負
担
土
地
の
所
有
者
の
他
、
明
文
で
「
登
記
の
訂
正
に
つ

き
に
法
律
上
の
利
益
を
有
す
る
者
」
に
こ
の
請
求
権
を
認
め
て
お
り
（
ご
.
1
6
7

B
G
B
)
、
§
4
3
9

II 
B
G
B
に
よ
り
被
負
担
土
地
の
買
い

主
に
対
し
て
抵
当
権
を
抹
消
さ
せ
る
義
務
を
負
う
売
り
主
は
こ
の
「
登
記
の
訂
正
に
つ
き
に
法
律
上
の
利
益
を
有
す
る
者
」
に
あ
た
る

6
 

(340) 

と
一
般
的
に
解
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ド
イ
ツ
で
は
、
法
律
上
譲
渡
人
・
譲
受
人
の
双
方
に
請
求
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

1 (4• 91) 587 



論 説

る
の
に
対
し

疵
担
保
責
任
と
し
て
規
律
さ
れ
て
い
る

こ
と

オ
ー
ス
ト
リ
ア
A
B
G
B
に
は
相
応
の
規
定
は
な
く
、

(341) 

者
た
る
譲
受
人
に
限
ら
れ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、

負
担
を
除
去
す
る
こ
と

(
§
4
3
9
 
II 
B
G
B
)
、

に
存
在
す
る
物
的
負
担
（
抵
当
権
等
）

ま
た
学
説
・
判
例
上
も
抹
消
登
記
へ
の
同
意
を
求
め
ら
れ
る
の
は
、
土
地
所
有

ド
イ
ツ
の

B
G
B
は
、
土
地
売
買
の
場
合
の
売
り
主
の
売
買
契
約
上
の
債
務
の
一
っ
と
し
て
、
抵
当
権
等
の
土
地
上
の

ま
た
本
来
は
存
在
し
な
い
は
ず
の
土
地
上
の
負
担
の
登
記
を
自
己
の
費
用
で
抹
消
す
る

(
§
4
3
5
 I
 

B
G
B
)
、
を
挙
げ
て
い
る
。
が
、

§
4
3
5
I
 

B
G
B
に
対
応
す
る
規
定
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

A
B
G
B
に
は
な
い
。
現
実

に
つ
い
て
売
り
主
の
責
任
を
認
め
る
規
定
は
存
す
る
が

（
な
お
、
不
存
在
の
物
的
負
担
の
登
記
の
扱
い
に
つ
い
て
は
明
文
の
規
定
を
欠
く
が
、
現
実
に

存
在
す
る
物
的
負
担
に
つ
く
売
り
主
の
責
任
に
関
す
る
規
定
を
（
類
推
）
適
用
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
）
。
こ
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ

B
G
B
が
、
不
存
在
の
物
的
負
担
の
登
記
を
除
去
す
る
義
務
を
売
買
契
約
上
の
売
り
主
の
主
た
る
債
務
の
一
っ
と
し
て
位
置
づ
け
て
い

（
従
っ
て
除
去
を
怠
っ
て
譲
渡
し
た
場
合
に
は
債
務
不
履
行
の
問
題
と
な
る
）
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア

A
B
G
B
で
は
瑕
疵
担

保
責
任
の
問
題
と
し
て
処
理
さ
れ
、
債
務
不
履
行
の
問
題
と
は
な
ら
な
い
。
債
務
不
履
行
の
問
題
と
し
て
扱
う
か
、
瑕
疵
担
保
責
任
の

問
題
と
し
て
扱
う
か
で
実
際
上
の
帰
結
に
差
異
が
生
じ
る
わ
け
で
は
な
い
。
が
、

（
極
お
お
ざ
っ
ぱ
に
言
え
ば
）
瑕
疵
が
修
繕
可
能
な
ら
ば
修
繕
請
求
権
の
発
生
、

求
権
の
発
生
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
で
は
瑕
疵
担
保
責
任
の
効
果
は
、

そ
う
で
な
い
限
り
は
解
除
権
も
し
く
は
代
金
減
額
請

(342) 

と
さ
れ
て
お
り
、
瑕
疵
が
修
繕
不
能
な
限
り
売
り
主
に
修
繕
義
務
は
発
生
し
な
い
。
抵
当
権
や
登
記
の
除
去
が
売
り
主

の
義
務
と
し
て
明
確
に
規
律
さ
れ
て
い
る
法
体
系
の
下
で
は
、
売
り
主
に
よ
る
登
記
訂
正
請
求
権
の
主
張
は
そ
の
義
務
の
履
行
と
し
て
、

す
な
わ
ち
買
い
主
の
た
め
に
為
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
。
が
、

そ
う
で
は
な
い
法
体
系
で
は
、
売
り
主
に

よ
る
登
記
訂
正
請
求
権
の
主
張
は
、
売
り
主
が
瑕
疵
担
保
責
任
を
免
れ
る
た
め
の
一
手
段
と
し
て
、
す
な
わ
ち
売
り
主
自
身
の
た
め
に

(343) 

為
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
捉
え
る
方
が
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
、
両
法
体
系
間
で
、
も
の
の
考
え
方
と
し
て
、

（竺
9
2
8

A
B
G
B
)
、
こ
の
責
任
は
瑕
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任意的訴訟担当の許容性について (3)

339 

判
例
に

O
G
H
V
 E
n
t
s
c
h
e
i
d
u
n
g
 

売
り
主
に
自
己
の
名
で
抵
当
権
や
登
記
の
除
去
を
実
現
す
る
手
段
を
認
め
る
必
要
性
を
感
じ
る
度
合
い
に
も
差
異
が
生
じ
て
く
る
の
で

(336)

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
有
効
な
法
的
原
因

Titel,
R
e
c
h
t
s
g
r
u
n
d
の
存
在
が
物
権
変
動
の
効
力
要
件
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
実
際
の
権
利
関
係
と
登

記
が
異
な
る
ケ
ー
ス
が
ド
イ
ツ
よ
り
も
頻
繁
に
生
じ
る
。
例
え
ば
、

A
.
B
間
で

A
の
土
地
の
売
買
契
約
が
為
さ
れ
、
登
記
も
さ
れ
た
が
芙
約
が
錯
誤
を

理
由
に
取
り
消
さ
れ
た
場
合
等
に
も
、
土
地
の
所
有
権
者
は
売
り
主
た
る
A
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
登
記
上
の
所
有
名
義
人

I
I
B
と
実
際
の
所
有
者
1
1
A

G
r
u
n
d
b
u
c
h
s
g
e
s
e
t
z
.
 土
地
登
記
法
。

K
l
a
n
g
,
 K
o
m
m
e
n
t
a
r
 z
u
m
 A
l
l
g
e
m
e
i
n
e
n
 biirgerlichen G
e
s
e
t
z
b
u
c
h
 B
d
.
 I
/
2
 
(
1
9
3
1
)
 

S. 2
2
6
;
 
B
a
r
t
s
c
h
,
 
D
a
s
 o
t
e
r
r
e
i
c
h
i
s
c
h
e
 
all' 

g
e
m
e
i
n
e
 G
r
u
n
d
b
u
c
h
s
g
e
s
e
t
z
 in 
seiner p
r
a
k
t
i
s
c
h
e
n
 A
n
w
e
n
d
u
n
g
 6
 
Aufl. 
(
1
9
3
3
)
 

S. 5
2
5
;
 
Feil, 
O
s
t
e
r
r
e
i
c
h
i
s
c
h
e
s
 G
r
u
n
d
b
u
c
h
s
r
e
c
h
t
 

(
1
9
7
2
)
 

s. 3
4
.
 

判
例
に

O
G
H

III E
n
t
s
c
h
e
i
d
u
n
g
 v
o
m
 10
.
5
.
1
9
1
1
,
 
G
I
U
 N
o
.
 5
7
4
2
.
 

れ
た
権
利
に
侵
害
を
受
け
た
外
観
を
有
し

e
r
s
c
h
e
i
n
e
n
、
そ
の
〔
自
己
の
権
利
を
侵
害
す
る
〕
登
記
を
無
効
を
理
由
に
訴
え
に
よ
り
争
い
、
〔
自
己
の
権

利
を
侵
害
す
る
登
記
が
為
さ
れ
る
〕
以
前
の
登
記
状
態
の
回
復
を
求
め
る
者
は
、
か
か
る
訴
訟
〔
係
属
の
存
在
〕
の
登
記
簿
へ
の
注
記

A
n
m
e
r
k
u
n
g
を

訴
え
提
起
と
同
時
も
し
く
は
訴
え
提
起
後
に
要
求
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
訴
訟
係
属
の
注
記
の
申
請
は
受
訴
裁
判
所
に
対
し
て
為
す
こ
と
も
土
地
登

記
裁
判
所
G
r
u
n
d
b
u
c
h
s
g
e
r
i
c
h
t
に
対
し
て
も
為
す
こ
と
も
で
き
る
。
」
と
規
定
す
る
（
括
弧
パ
ー
レ
ン
内
は
筆
者
）
。
こ
の
規
定
は
実
際
に
は
、
訴
え

を
提
起
し
た
原
告
の
訴
訟
係
属
の
注
記
を
求
め
る
権
利
を
規
律
し
た
も
の
で
あ
る
。
が
、
第
一
説
の
論
者
は
こ
の
規
定
が
、
登
記
抹
消
請
求
権
の
主
体
に

つ
い
て
も
、
そ
れ
が
「
あ
る
登
記
に
よ
り
自
己
の
登
記
さ
れ
た
権
利
に
侵
害
を
受
け
た
外
観
を
有
」
す
る
者
に
限
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
た
規
定
と
見
る
。

そ
し
て
「
あ
る
登
記
に
よ
り
自
己
の
登
記
さ
れ
た
権
利
に
侵
害
を
受
け
た
外
観
を
有
」
す
る
者
と
は
、
問
題
の
登
記
が
為
さ
れ
た
時
点
で
権
利
侵
害
を
受

け
た
者
（
例
に
言
う
A
は
こ
れ
に
当
た
る
）
を
意
味
し
、
彼

(
A
)
か
ら
土
地
を
譲
り
受
け
た
者

(
C
)
は
問
題
の
登
記
の
存
在
を
前
提
と
し
て
土
地
を

譲
り
受
け
て
い
る
以
上
、
登
記
に
よ
り
自
己
の
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
と
し
て
、

C
へ
の
登
記
抹
消
請
求
権
の
帰
属
を
否
定
す
る
。

E
h
e
r
e
n
z
w
e
i
g
,
 S
y
s
t
e
m
 d
e
s
 o
s
t
e
r
r
e
i
c
h
i
s
c
h
e
n
 a
l
l
g
e
m
e
i
n
e
n
 P
r
i
v
a
t
r
e
c
h
t
s
 B
d
.
 I
/
2
 
(
1
9
2
3
)
 

S. 3
3
4
.
 

338 337 
と
の
間
に
乖
離
が
生
じ
る
。

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

竺

6
1

A
b
s
.
 l
 

G
B
G
は
「
あ
る
登
記
に
よ
り
自
己
の
登
記
さ
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ム
冊―,,, n
 

説

る。
343 342 

第
二
款

v
o
m
 3.
 
1
1
.
 1
9
6
0
,
 
E
v
 Bl 1
9
6
1
/
5
5
;
 
O
G
H
 V
I
I
 E
n
t
s
c
h
e
i
d
u
n
g
 v
o
m
 30
.
1
0
.
1
9
5
7
,
 
E
v
 Bl 1
9
5
8
/
1
2
2
;
 
O
G
H
 V
 E
n
t
s
c
h
e
i
d
u
n
g
 v
o
m
 9.
6
.
1
9
7
1
,
 

JBI 1
9
7
2
,
 2
0
8
.
 

同
〖
峠5に
A

に
も
登
記
抹
消
請
求
権
が
帰
属
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
エ
ー
レ
ン
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
が
明
確
に
否
定
す
る
見
解
を
主
張
し
て

い
る
他
は
沈
黙
し
て
お
り
、
不
明
で
あ
る
。

P
a
l
a
n
d
t
/
H
e
i
n
r
i
c
h
s
前
掲
注

(
8
4
)
§
1
1
6
7

R
d
n
r
.
 1
 

R
u
m
m
e
l
/
P
e
t
r
a
s
c
h
前
掲
注

(332)

ご
6
9

R
d
n
r
.
 4
.
 

判
例
と
し
て

O
G
H
V
I
 E
n
t
s
c
h
e
i
d
u
n
g
 v
o
m
 8.
1
1
.
1
9
6
7
,
 S
 N
 4
0
/
1
4
1
.
 

の
登
記
を
求
め
る
請
求
権
の
土
地
譲
渡
人
へ
の
帰
属
を
明
示
的
に
否
定
し
た
裁
判
例
で
あ
る
。

K
o
z
i
o
l
/
W
 elser
前
掲
注

(314)
S
.
 2
5
6
f
f

参
照
。

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ケ
ー
ス
①
・
③
・
④
の
解
決

抵
当
権
抹
消

こ
の
よ
う
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
で
は
、
権
利
主
体
•
第
三
者
の
関
係
か
ら
第
三
者
に
訴
訟
追
行
の
費
用
を
負
担
さ
せ
る
の
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
に

よ
り
、
第
三
者
に
任
意
的
訴
訟
担
当
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
ケ
ー
ス
は
消
滅
し
、
第
三
者
の
利
益
の
た
め
の
任
意
的
訴
訟
担
当
の
ケ
ー
ス
に
吸
収

以
上
概
観
し
て
き
た
と
こ
ろ
を
任
意
的
訴
訟
担
当
を
認
め
る
必
要
性
と
い
う
観
点
か
ら
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
出
来

ケ
ー
ス
①
、
す
な
わ
ち
C
が
A
か
ら
土
地
の
譲
渡
を
受
け
た
が
、
土
地
の
登
記
名
義
が

B
名
義
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
場
合
で
は
、

C
は、

点
で
、
登
記
訂
正
に
つ
き
利
益
を
有
す
る
。
が
、

請
求
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、

341 340 

B
名
義
の
登
記
が

A
名
義
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
が
同
土
地
の
所
有
権
を
取
得
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
い
う

B
に
は
登
記
の
訂
正
を
求
め
る
請
求
権
は
帰
属
し
な
い
た
め
、

A
は
、
譲
受
人

(C)

B
は
A
の
登
記
抹
消

請
求
権
を
主
張
す
る
必
要
が
出
て
く
る
。
④
の
土
地
の
譲
渡
人

(
A
)
が
、
本
来
は
存
在
し
な
い
は
ず
の
物
的
負
担
の
登
記
の
抹
消
を

に
対
す
る
瑕
疵
担
保
責
任
を
免
れ
る
と
い
う
点
で
、
登
記
訂
正
に
つ
き
利
益
を

116 (4• 94) 590 



任意的訴訟担当の許容性について (3)

要
が
あ
る
。

所
有
者
で
あ
る
限
り
、
彼
に
登
記
抹
消
請
求
権
が
帰
属
す
る
の
で
、

（
譲
受
人
）

消
請
求
権
の
主
張
を
認
め
る
第
二
説
を
前
提
と
し
た
場
合
、

立
場
が
取
ら
れ
な
い
限
り
、

（
③
）
。
賃
借
権
に
基
づ
く
妨
害
排
除
請
求
権
を
認
め
な
い

有
す
る
。
上
述
し
た
登
記
抹
消
請
求
権
の
事
件
適
格
に
関
す
る
第
一
説
で
は
、

A
が
不
存
在
の
負
担
の
登
記
が
為
さ
れ
た
時
点
の
土
地

A
が
他
人
の
登
記
抹
消
請
求
権
を
主
張
す
る
こ
と
を
認
め
る
必
要

の
登
記
抹
消
の
主
張
を
い
か
に
基
礎
付
け
る
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
譲
受
人
に
登
記
抹

A
に
直
接
の
登
記
抹
消
請
求
権
を
認
め
る
立
場
も
あ
り
得
る
が
、

か
か
る

A
は
C
の
登
記
抹
消
請
求
権
を
主
張
す
る
必
要
が
出
て
く
る
。
こ
の
他
、
ご

1167
B
G
B
の
よ
う
な
規
定

を
持
た
な
い
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
法
の
下
で
は
、
現
実
に
抵
当
権
の
負
担
の
あ
る
土
地
を
譲
渡
し
た
譲
渡
人
は
、
譲
受
人
へ
の
瑕
疵
担
保

責
任
を
免
れ
る
為
に
被
担
保
債
権
を
弁
済
し
て
も
、
抵
当
権
の
抹
消
の
登
記
を
抵
当
権
者
相
手
に
求
め
る
自
己
固
有
の
請
求
権
を
認
め

ら
れ
て
お
ら
ず
、
譲
受
人
の
抵
当
権
抹
消
請
求
権
を
主
張
す
る
必
要
が
出
て
く
る
。

以
上
の
他
、
賃
借
人
に
固
有
の
妨
害
排
除
請
求
権
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
範
囲
で
、
賃
借
人
は
、
自
己
の
賃
借
権
を
保
護
す
る

た
め
に
、
所
有
権
者
の
妨
害
排
除
請
求
権
を
主
張
す
る
必
要
が
出
て
く
る

の
が
か
つ
て
の
通
説
的
見
解
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
占
有
を
伴
う
賃
借
権
に
は
妨
害
排
除
請
求
権
（
単
な
る
占
有
訴
権
と
は
異
な
る
、

(344)

（

345) 

本
権
上
の
訴
え
p
e
t
i
t
o
r
i
s
c
h
e
K
l
a
g
e
と
解
さ
れ
て
い
る
。
根
拠
条
文
は

§372
A
B
G
B
)
を
認
め
る
の
が
通
説
で
あ
り
、
そ
の
限
り

で
、
賃
借
人
は
保
護
を
受
け
る
。
そ
れ
で
も
、
占
有
を
取
得
し
て
い
な
い
賃
借
人
は
、
所
有
権
者
の
妨
害
排
除
請
求
権
を
主
張
す
る
必

こ
の
よ
う
に
、

事
者
と
し
て
請
求
権
を
裁
判
上
主
張
す
る
こ
と
を
認
め
る
必
要
が
生
じ
る
。
こ
れ
に
加
え
、

現
実
に
存
し
た
抵
当
権
が
土
地
譲
渡
人
か
ら
の
被
担
保
債
権
の
弁
済
に
よ
り
基
礎
を
失
っ
た
場
合
に
も
、
土
地
譲
渡
人
に
譲
受
人
の
抹

消
登
記
請
求
権
の
主
張
を
認
め
る
必
要
が
出
て
く
る
。
し
か
し
、

は
な
い
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
い
て
も
①
・
③
•
④
の
ケ
ー
ス
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
請
求
権
の
主
体
以
外
の
第
三
者
が
当

し
か
し
、
逆
に

C

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
固
有
の
事
情
に
よ
り
、

ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
物
権
的
請
求
権
を
基
礎
と
な
る
土
地
所
有
権
と

116 (4• 95) 591 



論 説

（
少
な
く
と
も
今
日
ま
で
は
）

(346) 

別
に
単
独
で
譲
渡
す
る
こ
と
を
認
め
な
い
見
解
が
一
般
的
で
あ
る
の
と
異
な
り
、
物
権
的
請
求
権
の
単
独
譲
渡
は
可
能
で
あ
る
と
解
す

(347) 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
通
説
で
あ
り
、
上
記
の
い
ず
れ
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
も
、
第
三
者
は
登
記
抹

消
請
求
権
・
抹
消
登
記
請
求
権
•
明
渡
請
求
権
（
い
ず
れ
も
物
権
的
請
求
権
と
解
さ
れ
て
い
る
）

そ
の
限
り
で
、
賃
借
権
の
保
護
は
ド
イ
ツ
よ
り
も
厚
い
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

G
s
c
h
n
i
t
z
h
e
r
,
 O
s
t
e
r
r
e
i
c
h
i
s
c
h
e
s
 
S
c
h
u
l
d
r
e
c
h
t
 
B
e
s
o
n
d
e
r
e
r
 T
e
i
!
 
u
n
d
 S
c
h
a
d
e
n
s
e
r
s
a
t
s
 2
 

Aufl. 
(
1
9
8
8
)
 

S. 1
4
1
;
 
K
o
z
i
o
l
/
W
e
i
s
e
r
,
 

G
r
u
n
d
r
i
B
 
d
e
s
 biirgerlichen R
e
c
h
t
s
 B
d
.
 I
I
 

10 Aufl. 
(
1
9
9
6
)
 

S. 3
9
;
 
R
u
m
m
e
l
/
S
p
i
e
l
b
i
i
c
h
l
e
r
 1即
坦
g江
(
3
3
2
)
§
3
7
2

R
d
n
r
.
 5
.
 

ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
論
も
一
枚
岩
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
立
ち
入
ら
な
い
。

B
a
u
r
/
S
t
i
i
n
e
r
,
S
a
c
h
e
n
r
e
c
h
t
 1
7
 
Aufl. (
1
9
9
9
)
 
S. 

6
,
 
1
1
1
:
 
舟
橋
諄
一
11

徳
本
鎮
・
編
『
新
版
注
釈
民
法
⑥
』
(
-
九
九
七
年
）
一
〇
九
頁
（
好
美
清
光
執
筆
）
、
田
島
順
「
物
権
的
請
求
権
の
取
扱
」
法
学
論

叢
四

0
巻
（
一
九
三
九
年
）
二
号
二
六
八
頁
以
下
参
照
。

E
h
e
r
e
n
z
w
e
i
g
,
 S
y
s
t
e
m
 d
e
s
 o
s
t
e
r
r
e
i
c
h
i
s
c
h
e
n
 a
l
l
g
e
m
e
i
n
e
n
 P
r
i
v
a
t
r
e
c
h
t
s
 B
d
.
 I
I
/
1
 
(
1
9
2
8
)
 

S. 2
5
5
;
 
K
l
a
n
g
/
W
o
l
f
f
,
 K
o
m
m
e
n
t
a
r
 

z
u
m
 A
l
l
g
e
m
e
i
n
e
n
 b
u
r
g
e
r
 lichen G
e
s
e
t
z
b
u
c
h
 B
d
.
 I
V
 (
1
9
3
5
)
 

S. 2
9
6
;
 G
s
c
h
n
i
t
z
e
r
,
 O
s
t
e
r
r
e
i
c
h
i
s
c
h
e
s
 S
c
h
u
l
d
r
e
c
h
t
 A
l
l
e
g
e
m
e
i
n
e
r
 T
e
i
!
 

2
 
Aufl. (
1
9
8
5
)
 

S
.
 1
8
2
・
 

不
法
占
拠
者
に
対
し
土
地
の
使
用
賃
借
人
が
、

土
地
所
有
者
か
ら
明
渡
請
求
権
の
譲
渡
を
受
け
た
こ
と
を
理
由
に
明
渡
の
訴
え
を
提
起
し
た
事
案
で
、
譲
渡
を
認
め
請
求
を
認
容
し
た
。
賃
借
権
に
基
づ

＜
妨
害
排
除
請
求
権
が
未
だ
確
固
た
る
承
認
を
得
て
い
な
い
時
期
の
判
例
で
あ
る
。
物
権
的
請
求
権
の
単
独
譲
渡
に
対
し
て
は
、
近
時
反
対
説
が
有
力
化

し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
（
第
四
節
第
一
二
款
）
。

(348) 

次
に
、
②
の
、
債
権
譲
受
人
に
対
す
る
瑕
疵
担
保
責
任
を
免
れ
る
為
に
譲
渡
人
が
債
権
を
訴
求
す
る
場
合
を
考
え
る
。
こ
の
ケ
ー
ス

347 

判
例
と
し
て
、

O
G
H
I
I
 
E
n
t
s
c
h
e
i
d
u
n
g
 v
o
m
 26
.
3
.
1
9
2
4
,
 
S
Z
 6/
1
1
4
.
 

第
三
款

ケ
ー
ス
②
の
解
決

346 345 344 

け
れ
ば
足
り
、
任
意
的
訴
訟
担
当
を
持
ち
出
す
必
要
性
が
存
在
し
な
い
。

る
の
が

の
主
体
か
ら
同
請
求
権
の
譲
渡
を
受
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任意的訴訟担当の許容性について (3)

349)

注

(348)
参
照
。

厳
し
い
と
い
う
こ
と
が
出
来
そ
う
で
あ
る
。

(324) 
O
G
H
 E
v
B
!
 1
9
6
1
/
3
8
2

の
判
示
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
検
討
に
代
え
た
い
。
こ
の
決
定
は
、
債
権
譲
渡

に
触
れ
、
譲
受
人
が
怠
惰
な
取
立
行
為
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
原
告

(II
譲
渡
人
）

人
に
よ
る
譲
受
人
へ
の
給
付
を
求
め
る
訴
え
を
退
け
た
も
の
で
あ
る
。
瑕
疵
担
保
責
任
と
の
関
係
で
譲
渡
人
が
債
権
を
訴
求
す
る
利
益

(349) 

は
、
ご
3
9
8
,

1
3
9
9
 
A
B
G
B
に
よ
り
保
護
さ
れ
る

の
で
、
瑕
疵
担
保
責
任
を
理
由
と
し
て
は
譲
渡
人
の
訴
求
の
利
益
を
基
礎
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
注

(348)
で
見

た
通
り
、
ご
3
9
8
,

1
3
9
9
 A
B
G
B
の
譲
渡
人
の
免
責
規
定
は
、
譲
渡
後
の
偶
然
も
し
く
は
譲
受
人
の
過
失
に
よ
る
支
払
不
能
化
に
対
す

る
も
の
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
法
と
比
較
し
た
場
合
に
、
こ
の
免
責
規
定
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
債
権
譲
渡
人
の

責
任
が
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
そ
れ
よ
り
も
軽
減
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
利
益
状
況
と
し
て
は
ド
イ
ツ
と
同
等
の

（
も
し
く
は
よ
り
厳
し
い
）
立
場
に
お
か
れ
て
い
る
譲
渡
人
に
つ
い
て
、

O
G
H
は
訴
求
に
つ
く
利
益
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
で
は
、
債
権
の
売
り
主
は
、
債
権
の
正
当
性
R
i
c
h
t
i
g
k
e
i
t

(
譲
渡
の
合
意
に
お
い
て
約
束
さ
れ
た
性
質
を
債
権
が
有
す
る
こ
と
。

K
o
z
i
o
l
/
W
 elser
前
掲
注

(314)
s. 2
9
5
)

と
支
払
可
能
性
に
つ
い
て
、
対
価
の
限
度
で
瑕
疵
担
保
責
任
を
負
う

(
§
1
3
9
7

A
B
G
B
)
。
但
し
、
譲
渡
時

に
は
支
払
可
能
で
あ
っ
た
債
権
が
偶
然
も
し
く
は
譲
受
人
の
過
失
に
よ
り
支
払
不
能
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
譲
渡
人
は
責
任
を
負
わ
な
い
と
の
免
責
規
定

が
あ
る

(
§
§
1
3
9
8
,

1
3
9
9
 
A
B
G
B
)
。
ド
イ
ツ
法
で
は
、
債
権
譲
渡
の
場
合
の
法
定
の
担
保
責
任
は
、
支
払
可
能
性
に
は
及
ば
ず
債
権
の
正
当
な
存
在
に

つ
い
て
の
み
生
じ
る
(
}
4
3
7
 
B
G
B
)
。
か
つ
、
支
払
可
能
性
に
つ
い
て
も
売
り
主
が
担
保
責
任
を
負
う
旨
の
合
意
が
あ
っ
て
も
、
特
に
別
段
の
意
思
が

読
み
取
れ
な
い
限
り
、
譲
渡
時
の
支
払
可
能
性
の
み
を
担
保
す
る
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

(
§
4
3
8

B
G
B
)
。
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア

共
に
担
保
責
任
に
関
す
る
規
定
は
任
意
規
定
と
さ
れ
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
法
定
の
担
保
責
任
を
見
る
限
り
で
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
の
方
が
売
り
主
に

348) 

に
つ
い
て
は
前
掲
注
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論 説

ド
イ
ツ
で
は
「
取
立
委
任
」
に
対
す
る
需
要
が
強
く
、
任
意
的
訴
訟
担
当
の
許
容
性
に
関
す
る
理
論
を
動
か
す
ほ
ど
の
影
響
力
を
持

っ
て
い
た
。
隣
国
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
も
同
様
の
需
要
は
存
す
る
。
し
か
し
、

ド
イ
ツ
で
は
「
取
立
授
権
」
と
し
て
、
す
な
わ
ち
任
意
的
訴
訟
担
当
の
一
類
型
と
し
て
把
握
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
今
日
に
至
っ
た
の
に

対
し
て
、

取

立

授

権

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
信
託
的
譲
渡
の
延
長
上
に
把
握
さ
れ
て
き
た

す
な
わ
ち

O
G
H
は
、
取
立
の
た
め
の
譲
受
人
か
ら
訴
訟
委
任
を
受
け
た
弁
護
士
が
債
権
を
取
り
立
て
、

受
人
に
対
す
る
債
権
と
い
う
形
に
な
る
）
の
確
保
の
た
め
に
取
立
金
の
留
置
を
主
張
し
た
事
案
で
、
当
該
債
権
が
実
質
上
譲
渡
人
に
帰

（
⑭
）
 

属
す
る
こ
と
を
理
由
に
弁
護
士
の
留
四
権
限
を
否
定
し
、
取
立
の
た
め
の
譲
渡
が
為
さ
れ
た
後
に
譲
渡
人
・
債
務
者
間
で
為
さ
れ
た
合

(351) 

意
の
効
力
を
債
務
者
が
譲
受
人
に
対
し
て
対
抗
す
る
こ
と
を
認
め
、
債
務
者
に
よ
る
取
立
譲
渡
人
に
対
す
る
債
務
不
存
在
確
認
の
訴
え

(352) 

の
利
益
を
認
め
た
。
こ
れ
ら
の
帰
結
を
導
く
に
当
た
り

O
G
H
は
、
取
立
譲
渡
の
法
的
構
造
に
つ
い
て
、
譲
渡
の
形
を
取
っ
た
、
債
務

者
に
対
す
る
関
係
で
は
譲
渡
の
効
力
を
持
つ
、
債
権
を
譲
渡
人
の
財
産
に
留
め
た
ま
ま
で
譲
受
人
の
名
で
譲
渡
人
の
計
算
に
お
い
て
主

張
す
る
こ
と
の
委
任
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
加
え
て
、
取
立
譲
渡
を
含
む
信
託
的
譲
渡
一
般
に
つ
い
て
、
対
象
財
産
の
信
託
目
的
違

反
の
処
分
は
悪
意
の
転
得
者
に
対
し
て
は
無
効
に
な
る
と
い
う
見
解
が
、

）
 
8
 ，
 

4
 

そ
の
需
要
を
満
た
す
も
の
と
し
て
の
「
取
立
委
任
」
が
、
（

そ
れ
に
要
し
た
費
用
（
譲

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
通
説
で
あ
る
（
受
託
者
破
産
の
場
合
の

信
託
者
の
取
戻
権
、
受
託
者
債
権
者
に
よ
る
目
的
財
産
の
差
押
に
対
す
る
信
託
者
の
第
三
者
異
議
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う

(353) 

ま
で
も
な
い
）
。

ド
イ
ツ
で
取
立
授
権
が
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
大
き
な
原
動
力
は
、
取
立
受
任
者
の
依
頼
目
的
違
反
の
処
分
の
無
効
を
導
け
る
よ
う

な
取
立
代
行
ス
キ
ー
ム
に
対
す
る
強
い
需
要
に
あ
っ
た
。
〔
全
権
利
の
譲
渡
＋
債
権
的
制
限
〕
と
い
う
法
的
構
成
を
与
え
ら
れ
た
信
託

第
四
款

「
取
立
譲
渡
」

I
n
k
a
s
s
o
z
e
s
s
i
o
n
と
呼
ば
れ
る
）
。
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任意的訴訟担当の許容性について (3)

(354) 
も
っ
と
も
、
隠
れ
た
債
権
譲
渡
の
場
合
に
限
っ
て
は
、
取
立
授
権
に
よ
る
債
権
譲
渡
人
へ
の
債
権
取
立
適
格
の
付
与
を
肯
定
す
る
。
前
掲
注

(333)
。

K
o
z
i
o
l
/
W
 elser
前
掲
注

(314)
S
.
 2
9
7

も
参
照
。

353 352 351 350 

前
述
第
一
節
参
照
。

的
譲
渡
で
は
、
信
託
者
の
取
戻
権
•
第
三
者
異
議
権
ま
で
は
か
ろ
う
じ
て
認
め
ら
れ
た
も
の
の
、
受
託
者
の
目
的
違
反
の
処
分
の
無
効

ま
で
は
導
く
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
別
の
構
成
の
取
立
代
行
行
為
が
模
索
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

（
法
律
構
成
こ
そ
ド
イ
ツ
と
同
様
、
〔
全
権
利
の
譲
渡
＋
債
権
的
制
限
〕

者
の
取
戻
権
•
第
一
―
―
者
異
議
権
だ
け
で
な
く
、
受
託
者
の
目
的
違
反
の
処
分
の
無
効
ま
で
が
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
受
託
者
の
目
的

違
反
の
処
分
は
、
転
得
者
が
悪
意
で
な
い
と
無
効
と
な
ら
ず
、
善
意
者
に
対
し
て
対
抗
で
き
な
い
点
で
、
信
託
者
に
と
っ
て
は
不
利
で

あ
る
が
、
別
の
見
方
を
す
れ
ば
「
転
得
者
悪
意
の
場
合
に
は
無
効
し
と
の
解
決
は
、
信
託
者
と
転
得
者
の
間
の
利
益
衡
量
の
結
果
で
あ

る
と
い
え
る
。
利
益
衡
量
の
結
果
「
転
得
者
悪
意
の
場
合
に
の
み
無
効
」
と
い
う
線
が
引
か
れ
た
以
上
、

る
こ
と
は
利
益
の
均
衡
を
失
し
、
妥
当
で
な
い
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

妥
当
な
解
決
を
導
く
よ
う
運
用
さ
れ
、
そ
の
反
射
と
し
て
、
そ
れ
と
異
な
る
帰
結
を
導
く
「
取
立
授
権
」
を
認
め
る
余
地
が
排
除
さ
れ

（訊）

る
結
果
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
妥
当
な
解
決
を
、
あ
く
ま
で
実
体
法
の
柔
軟
な
解
釈
に
よ
り
導
こ
う
と

ア
で
は

O
G
H
 I
 En
t
s
c
h
e
i
d
u
n
g
 v
o
m
 2
5
.
1
1
.
1
9
3
0
,
 S

Z

 1
2
/
2
9
5
 

す
る
の
が
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
の
立
場
な
の
で
あ
る
。

オ
ー
ス
ト
リ

と
さ
れ
た
も
の
の
）
、
信
託
的
譲
渡
に
つ
い
て
、
信
託

そ
れ
と
異
な
る
線
引
き
を
す

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
信
託
的
譲
渡
が
柔
軟
な
解
釈
に
よ
り

O
G
H
 V
 E
n
t
s
c
h
e
i
d
u
n
g
 v
o
m
 30
.
8
.
1
9
6
1
,
 S

Z

 3
4
/
1
1
4
1
;
 
O
G
H
 VIII E
n
t
s
c
h
e
i
d
u
n
g
 v
o
m
 3.
5
.
1
9
6
2
,
 
E
v
 Bl. 1
9
6
3
/
5
.
 

O
G
H
 VIII E
n
t
s
c
h
e
i
d
u
n
g
 v
o
m
 26
.
3
.
1
9
6
3
,
 S

Z

 3
6
/
4
6
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F
r
o
t
z
前
掲
注

(333)
S
.
2
5
1

は
、
取
立
譲
渡

(
I
n
k
a
s
s
o
z
e
s
s
i
o
n
)

の
存
在
を
理
由
に
、
取
立
授
権
を
認
め
る
こ
と
の
必
要
性
を
否
定
し
て
い
る
。
4 595 



論 説

第
一
款

第
四
節
ま
と
め
（
議
論
の
背
景
に
あ
る
考
え
方
）

以
上
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
ま
ず
、
第
二
款
で
見
た
通
り
、

段
が
と
れ
な
い
こ
と
が
任
意
的
訴
訟
担
当
の
必
要
性
を
基
礎
付
け
て
い
た
多
く
の
場
面
に
つ
い
て
、

い
う
手
段
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
解
決
が
図
ら
れ
て
お
り
、
任
意
的
訴
訟
担
当
を
認
め
る
必
要
性
が
存
し
な
い
。
し
か
し
こ
れ
は
逆
に

ド
イ
ツ
法
の
立
場
か
ら
す
る
と
、

ド
イ
ツ
に
お
い
て
民
法
の
体
系
的
考
慮
か
ら
権
利
譲
渡
が
不
可
能
と
さ
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
権
利
譲
渡
を
許
す
と
い
う
無
理
を
犯
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
本
来
の
権
利
主

体
以
外
の
第
一
二
者
が
権
利
主
張
を
欲
し
て
い
る
と
い
う
限
界
事
例
の
処
理
で
あ
り
、

の
し
わ
寄
せ
が
任
意
的
訴
訟
担
当
の
許
容
と
い
う
形
で
訴
訟
法
に
及
ん
で
い
る
の
に
対
し
、

礎
と
す
る
と
い
う
体
系
の
維
持
を
優
先
し
、
物
権
的
請
求
権
等
の
単
独
譲
渡
の
肯
定
と
い
う
形
で
実
体
法
に
そ
の
し
わ
を
よ
せ
辻
棲
を

合
わ
せ
る
こ
と
が
志
向
さ
れ
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。
こ
の
姿
勢
は
、
債
権
者
に
有
利
な
取
立
代
行
行
為
を
債
権
譲
渡
の
延
長
上
に
把

握
す
る
態
度
に
も
、
顕
わ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
第
一
二
款
で
見
た
通
り
、

か
か
る
権
利
譲
渡
と
い
う
手
段
も
と
れ
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、

以
外
の
第
三
者
の
権
利
主
張
に
対
す
る
利
益
を
、

「
訴
訟
追
行
権
限
」
概
念
の
不
採
用

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
学
説
・
判
例
に
お
け
る
任
意
的
訴
訟
担
当
に
対
す
る
不
寛
容
な
態
度
は
、
玉
第
三
者
の
訴
訟
担
当
」

第

五

款

小

括

ド
イ
ツ
に
お
い
て
権
利
譲
渡
と
い
う
手

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
権
利
譲
渡
と

ド
イ
ツ
で
は
民
法
体
系
の
維
持
が
優
先
さ
れ
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
訴
訟
は
実
体
権
を
基

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
は
、
権
利
主
体

そ
の
要
保
護
性
を
否
定
す
る
と
い
う
態
度
を
も
っ
て
遇
す
る
の
で
あ
る
。

一
般
、

そ
さ
ら
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任意的訴訟担当の許容性について (3)

に
は
玉
訴
訟
追
行
権
限
L

な
る
概
念
に
対
す
る
否
定
的
態
度
と
い
う
全
体
の
文
脈
の
中
で
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、

(355) 

「
形
式
的
当
事
者
概
念
」
を
と
り
つ
つ
、
訴
訟
追
行
権
限
な
る
概
念
を
用
い
る
こ
と
を
否
定
す
る
見
解
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

れ
ば
、
形
式
的
意
味
の
当
事
者
は
、
（
他
の
訴
訟
要
件
を
具
備
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
）
常
に
本
案
に
つ
い
て
訴
訟
を
追
行
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
す
な
わ
ち
‘
こ
の
体
系
は
、
当
事
者
が
正
当
な
当
事
者
で
あ
る
か
を
、
本
案
と
独
立
し
て
判
断
す
る
仕
組
み

(Joh) 

を
持
た
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
正
当
な
当
事
者
か
否
か
に
関
す
る
判
断
を
必
要
と
す
る
場
面
を
極
力
少
な
く
し
よ
う
と
い
う
イ

ン
セ
ン
チ
ブ
が
生
じ
る
。
正
当
な
当
事
者
の
問
題
が
も
っ
と
も
強
く
表
面
化
す
る
の
は
、
権
利
主
体
以
外
の
第
三
者
が
本
案
に
つ
い
て

の
訴
訟
追
行
資
格
を
有
す
る
場
合
、
す
な
わ
ち
第
三
者
の
訴
訟
担
当
の
場
合
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
第
一
―
―
者
の
訴
訟
担
当
の
肯
定
に
対

(357) 

し
一
般
に
否
定
的
な
態
度
が
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

正
当
な
当
事
者
の
問
題
が
本
案
で
処
理
さ
れ
る
こ
と
の
問
題
点
は
主
に
、

主
張
さ
れ
た
権
利
関
係
の
不
存
在
に
基
づ
く
訴
え
の
退
け
と
の
間
で
、
判
決
の
既
判
力
の
内
容
に
区
別
が
つ
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
に

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
第
一
に
、
本
来
の
権
利
主
体
（
と
主
張
す
る
者
）

正
当
な
当
事
者
た
る
資
格
の
欠
鋏
に
よ
る
訴
え
の
退
け
と
、

か
ら
正
当
な
当
事
者
た
る
資
格
が
奪
わ
れ
て
い
た
た
め
に
請
求

棄
却
に
な
っ
た
場
合
と
、
権
利
の
現
実
の
存
在
が
否
定
さ
れ
た
結
果
請
求
棄
却
に
な
っ
た
場
合
と
で
判
決
主
文
に
違
い
が
生
じ
な
い
た

め
、
正
当
な
当
事
者
た
る
資
格
を
奪
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
理
由
に
請
求
棄
却
に
な
っ
た
権
利
主
体
が
、

そ
の
後
に
正
当
な
当
事
者
た
る

資
格
を
得
た
こ
と
を
理
由
に
再
訴
を
提
起
し
て
も
、
以
前
の
請
求
棄
却
の
既
判
力
に
よ
り
道
を
閉
ざ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
仮
に
前
訴

に
お
け
る
請
求
棄
却
後
の
正
当
な
当
事
者
た
る
資
格
の
回
復
を
基
準
時
後
の
新
事
由
と
扱
う
こ
と
に
す
れ
ば
、
既
判
力
の
遮
断
効
が
大

幅
に
減
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
第
二
に
、
例
え
ば
破
産
管
財
人
（
代
理
人
で
は
な
く
訴
訟
担
当
者
と
し
て
訴
訟
追
行
す
る
と
仮
定

す
る
）
が
破
産
財
団
に
つ
い
て
第
三
者
と
な
し
た
訴
訟
の
本
案
判
決
の
既
判
力
は
破
産
者
に
拡
張
す
る
。
こ
こ
で
管
財
人
が
破
産
財
団

に
関
す
る
訴
訟
と
し
て
提
起
し
た
訴
え
が
、
実
際
に
は
破
産
者
の
自
由
財
産
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
訴
え
が
退
け
ら
れ
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355 

前
掲
注

(319)
参
照
。

た
場
合
と
、
訴
訟
は
破
産
財
団
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
管
財
人
は
正
当
な
当
事
者
で
あ
る
が
管
財
人
に
よ
り
主
張
さ
れ
た
権
利
関
係
が

不
存
在
で
あ
る
と
し
て
訴
え
が
退
け
ら
れ
た
場
合
を
考
え
る
。
後
者
の
場
合
に
は
、

定
す
る
形
で
破
産
者
に
拡
張
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
前
者
の
場
合
は
、

い
。
し
か
し
正
当
な
当
事
者
の
問
題
が
本
案
の
問
題
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
い
ず
れ
の
場
合
も
判
決
は
請
求
棄
却
と
い
う
形
を
取

（
邸
）

る
こ
と
に
な
り
、
両
者
を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
ま
た
第
三
に
、
例
え
ば
昔
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
妻
の
持
参
財
産
に
関
す

る
訴
訟
な
ど
、
妻
か
ら
訴
訟
追
行
の
資
格
が
奪
わ
れ
夫
に
与
え
ら
れ
る
場
合
に
つ
い
て
、
訴
訟
追
行
の
資
格
の
欠
鋏
も
主
張
さ
れ
た
権

利
の
不
存
在
同
様
請
求
棄
却
を
齋
す
と
す
る
と
、
妻
が
訴
え
を
提
起
し
た
が
訴
訟
追
行
の
資
格
の
欠
訣
を
理
由
に
請
求
棄
却
の
判
決
を

得
た
後
に
夫
が
同
じ
権
利
に
つ
い
て
訴
え
を
提
起
し
て
請
求
を
認
容
さ
れ
た
場
合
に
、
夫
の
得
た
請
求
認
容
判
決
の
既
判
力
が
妻
に
及

び
、
妻
自
身
が
先
に
得
た
請
求
棄
却
判
決
の
既
判
力
と
矛
盾
抵
触
す
る
と
い
う
問
題
が
起
き
る
こ
と
の
指
摘
が
福
永
•
前
掲
注

(
3
3
)

（
二
）
関
西
大
学
法
学
論
集
―
七
巻
(
-
九
六
六
年
）
―
―
一
号
二
九
六
頁
•
松
原
•
前
掲
注(
3
3
)六
六
頁
に
よ
り
為
さ
れ
て
い
る
。

注

(357)
に
見
た
通
り
、

否
定
す
る
の
は
フ
ァ
ッ
シ
ン
グ
一
人
で
あ
り
、
例
え
ば
ジ
モ
ッ
タ
は
例
外
的
と
こ
と
わ
っ
て
は
い
る
が
係
争
物
譲
渡
人
に
よ
る
訴
訟
追

行
は
訴
訟
担
当
と
し
て
み
と
め
て
い
る
。
し
か
し
、
係
争
物
譲
渡
人
に
よ
る
訴
訟
追
行
の
場
合
に
は
上
に
述
べ
た
三
つ
の
問
題
は
生
じ

な
い
。
こ
の
よ
う
に
、

そ
の
判
決
に
破
産
者
に
対
す
る
効
力
を
認
め
る
べ
き
で
は
な

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
学
説
・
判
例
が
第
三
者
の
訴
訟
担
当
に
対
し
て
好
意
的
で
な
い
と
い
っ
て
も
、
完
全
に

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
正
当
な
当
事
者
に
関
す
る
判
断
を
本
案
と
独
立
し
て
行
う
こ
と

す
る
「
訴
訟
追
行
権
限
」
）
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
訴
訟
担
当
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
任
意
的
訴
訟
担
当
を
認
め
た
場
合
に

(359) 

は
、
上
に
述
べ
た
三
つ
の
問
題
が
生
じ
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
任
意
的
訴
訟
担
当
の
否
定
は
、
こ
の
よ
う
に
、
訴
訟
追
行
権
限

な
る
概
念
の
不
採
用
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。

お
よ
び
そ
れ
を
可
能
に

そ
の
判
決
の
既
判
力
は
訴
求
権
利
の
不
存
在
を
確
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任意的訴訟担当の許容性について (3)

357 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
か
か
る
体
系
が
支
配
的
で
あ
る
こ
と
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
民
事
訴
訟
法
上
、
訴
え
却
下
が
決
定
に
よ
り
為
さ
れ
、
判
決
と
し
て

は
請
求
認
容
も
し
く
は
請
求
棄
却
の
本
案
判
決
し
か
有
り
得
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
オ
ー

ス
ト
リ
ア
民
事
訴
訟
法
の
規
律
を
前
提
と
し
て
も
、
訴
訟
追
行
権
限
を
独
立
の
訴
訟
要
件
と
し
て
み
と
め
、
そ
の
欠
鋏
を
決
定
に
よ
る
訴
え
却
下
事
由
と

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
く
、
上
記
の
連
関
は
必
然
的
で
は
な
い
。

H
o
l
z
h
a
m
m
e
r
前
掲
注

(316)
S. 8
0
参
照
。

例
え
ば
フ
ァ
ッ
シ
ン
グ
は

F
a
s
c
h
i
n
g
,
K
o
m
m
e
n
t
a
r
 z
u
 d
e
n
 Z
i
v
i
l
p
r
o
z
e
s
s
g
e
s
e
t
z
e
n
 B
d
.
 II 
(1962) 
S. 1
1
2
で
は
婚
姻
・
認
知
事
件
に
お
け
る

検
察
官
（
公
益
に
関
わ
る
場
合
に
婚
姻
無
効
．
嫡
出
否
認
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
訴
え
は
形
成
の
訴
え
と
解
さ
れ
て

い
る
）
に
よ
る
訴
訟
追
行
に
限
っ
て
訴
訟
担
当
の
例
と
し
て
認
め
て
い
た
が
、
現
在
で
は
こ
れ
ら
も
訴
訟
担
当
の
例
で
は
な
い
と
し
て
、
結
局
オ
ー
ス
ト

リ
ア
法
の
下
で
の
訴
訟
担
当
を
一
切
否
定
す
る
（
国
に
婚
姻
無
効
．
嫡
出
否
認
を
求
め
る
権
利
が
帰
属
し
、
検
察
官
は
そ
の
代
理
人
と
し
て
訴
訟
追
行
す

る
と
見
る
。

F
a
s
c
h
i
n
g
前
掲
注

(318)
S. l
 77f. 

な
お
フ
ァ
ッ
シ
ン
グ
は
、
係
争
物
譲
渡
人
に
よ
る
訴
訟
追
行
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
訴
訟
係
属
開
始

後
の
譲
渡
が
訴
訟
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
さ
れ
、
そ
の
訴
訟
と
の
関
係
で
は
譲
渡
人
が
依
然
訴
訟
物
に
関
す
る
権
利
主
体
性
を
有
し
て
い
る
と
み
な
さ

れ
る
こ
と
の
反
射
的
効
果
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

F
a
s
c
h
i
n
g
,
K
o
m
m
e
n
t
a
r
 z
u
 d
e
n
 Z
i
v
i
l
p
r
o
z
e
s
s
g
e
s
e
t
z
e
n
 B
d
.
 
III 
(1966) 
S. 98f.)
。
ジ
モ
ッ

タ
は
、
通
常
民
事
訴
訟
手
続
に
つ
い
て
は
係
争
物
譲
渡
人
に
よ
る
訴
訟
追
行
に
限
っ
て
、
訴
訟
担
当
た
る
こ
と
を
認
め
る
。
こ
の
他
ド
イ
ツ
で
は
、
破
産

管
財
人
・
不
動
産
の
強
制
管
理
に
お
け
る
強
制
管
理
人
を
訴
訟
担
当
者
と
見
る
説
が
多
数
説
で
あ
る
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
こ
れ
ら
の
財
産
管
理
人
は
、

権
利
‘
主
体
な
い
し
財
団
の
代
理
人
で
あ
る
と
解
す
る
説
が
支
配
的
で
あ
る

(
H
o
l
z
h
a
m
m
e
r
前
掲
注

(316)
S. 7lf.; 
R
e
c
h
b
e
r
g
e
r
/
S
i
m
o
t
t
a
前
掲
注

(319) 
S. 7
8
;
 F
a
s
c
h
i
n
g
前
掲
注

(318)
S. l
 76f. 

ホ
ル
ツ
ハ
ン
マ
ー
、
フ
ァ
ッ
シ
ン
グ
は
、
判
例
は
職
務
説
を
取
っ
て
い
る
と
い
う
が
、
実
際
の
裁
判

例
を
見
て
み
る
と
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
い
切
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

O
G
H

II 
E
n
t
s
c
h
e
i
d
u
n
g
 
v
o
m
 2
3
.
1
1
.
1
9
3
2
,
 
S
Z
 1
4
/
2
3
2
;
 
O
G
H
 
III 

E
n
t
s
c
h
e
i
d
u
n
g
 v
o
m
 9. 
6. 
1959, S
Z
 3
2
/
9
1
参
夕
昭
~
）
。
中

6
~
、
ド
＇
ィ
＇
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
に
、
不
可
分
債
権
に
お
い
て
各
不
可
分
債
権
者
が
単
独
で
債

務
者
を
被
告
と
し
て
全
員
へ
の
給
付
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
さ
れ
て
い
る

(
§
4
3
2
B
G
B
;
 §
8
9
0
 A
B
G
B
)

が
、
ド
イ
ツ
で
は
こ

の
各
不
可
分
債
権
者
に
よ
る
訴
訟
追
行
が
訴
訟
担
当
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
に
対
し

(
R
o
s
e
n
b
e
r
g
/
S
c
h
w
a
b
/
G
o
t
t
w
a
l
d
前
掲
注

(115)
S. 

2
3
6
;
 L
e
n
t
/
J
a
u
e
r
n
i
g
前
掲
注

(152)
S. 6
5
;
 S
t
e
i
n
/
J
o
n
a
s
/
B
o
r
k
前
掲
注

(63)
R
d
n
r
.
 3
7
 v
o
r
§
5
0
)
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
各
不
可
分
債
権
者
に

全
員
へ
の
給
付
を
求
め
る
個
別
の
実
体
権
が
帰
属
す
る
の
で
あ
る
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
（
但
し
、
ド
イ
ツ
で
も
同
趣
旨
の
見
解
は
主
張
さ
れ
て

356 
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二

0
世
紀
以
降
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
事
訴
訟
法
学
は
、

第
二
款

い
る
。

N
oiler /
V
o
l
l
k
o
m
m
e
r
前
掲
注

(115)
R
d
n
r
.
 2
8
 
v
o
r
§
5
0
)
。
な
お
、
ド
イ
ツ
で
は
夫
婦
財
産
制
上
も
訴
訟
担
当
と
認
め
る
べ
き
ケ
ー
ス
が
存

す
る
が

(
§
§
1
3
6
8
,

1
3
6
9
 

III, 1
4
2
2
,
 
1
4
2
8
,
 1
4
2
9
,
 1
4
3
1
 
B
G
B
 usw.l
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
夫
婦
財
産
制
上
訴
訟
担
当
と
し
て
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ケ
ー
ス
が
存
在
し
な
い
。
こ
の
夫
婦
財
産
制
の
問
題
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

従
っ
て
、
管
財
人
に
よ
り
主
張
さ
れ
た
請
求
権
の
不
存
在
を
理
由
に
請
求
が
棄
却
さ
れ
た
場
合
で
も
、
訴
求
権
利
の
不
存
在
に
つ
い
て
既
判
力
を
認

め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
破
産
者
に
よ
る
同
一
訴
訟
物
に
つ
い
て
の
再
訴
を
封
じ
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
る
。

コ
ン
ラ
ー
ト
・
ヘ
ル
ビ
ッ
ヒ
の
提
唱

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
任
意
的
訴
訟
担
当
は
「
訴
訟
追
行
権
限
の
譲
渡
L

に
よ
り
実
現
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
授
権
者
は
授

権
後
は
も
は
や
正
当
な
当
事
者
た
る
資
格
を
失
う
こ
と
に
な
り
、
上
に
述
べ
た
三
つ
の
問
題
の
す
べ
て
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
訴
訟
追
行
権
限
の
譲
渡

を
実
体
権
の
譲
渡
の
よ
う
に
考
え
、
既
判
力
の
拡
張
を
す
べ
て
訴
訟
追
行
権
限
の
承
継
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
よ
り
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
も
、

不
可
能
で
あ
る
。
訴
訟
追
行
権
限
を
訴
訟
物
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
（
訴
訟
追
行
権
限
を
訴
訟
物
と
し
て
捉
え
る
と
、
請
求
権
不

存
在
の
場
合
の
請
求
棄
却
判
決
に
、
請
求
権
不
存
在
に
つ
く
既
判
力
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
う
）
。

仮
に
授
権
者
が
授
権
後
も
正
当
な
当
事
者
た
る
資
格
を
失
わ
な
い
と
し
て
も
、
第
二
の
問
題
は
消
え
な
い
。

玉
訴
訟
追
行
権
限
」
概
念
不
採
用
の
理
由

祠）

コ
ン
ラ
ー
ト
・
ヘ
ル
ビ
ッ
ヒ
の
影
響
を
相
当
受
け
て
き
た
。
ま
た
か
な
り
早

(361) 

い
時
期
か
ら
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
も
形
式
的
当
事
者
概
念
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
、

し
た
訴
訟
追
行
権
概
念
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
根
づ
か
な
か
っ
た
の
は
い
か
な
る
理
由
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
検
討
す
る
。

コ
ン
ラ
ー
ト
・
ヘ
ル
ビ
ッ
ヒ
が
訴
訟
追
行
権
の
理
論
を
提
唱
す
る
に
至
っ
た
契
機
は
、
権
利
主
体
に
よ
る
訴
え
を
退
け
る
判
決
に
つ

が
存
在
し
な
い
こ
と
を
理
由
と
す
る
場
合
と
で
、

い
て
、
権
利
主
体
か
ら
正
当
な
当
事
者
た
る
資
格
が
奪
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
場
合
と
、
請
求
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
権
利

（
即
）

そ
の
判
決
効
の
内
容
を
異
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
具
体
例
と
し

359 358 

116 (4• 104) 600 



任意的訴訟担当の許容性について (3)

コ
ン
ラ
ー
ト
・
ヘ
ル
ビ
ッ
ヒ
が
考
案
し

盃）

一
九

0
0年
に
施
行
さ
れ
た
ド
イ
ツ
統
一
民
法
典

(
B
G
B
)
の
法
定
夫
婦
財
産
制
に
お
け
る

（紺）

妻
の
持
参
財
産
に
つ
い
て
の
訴
訟
追
行
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
旧
B
G
B
は
留
保
財
産
以
外
の
妻
の
財
産
を
持
参
財
産
と
し
て
夫
の

管
理
下
に
お
く
管
理
用
益
制
を
法
定
夫
婦
財
産
制
と
し
て
採
用
し
、
以
下
の
よ
う
な
規
律
に
服
せ
し
め
た
。
妻
は
、
持
参
財
産
の
所
有

者
で
は
あ
る
が
、
夫
の
同
意
が
な
い
限
り
同
財
産
に
つ
い
て
実
体
法
上
の
処
分
行
為
を
す
る
こ
と
が
出
来
な
い

上
の
管
理
権
を
持
ち

(
§
§
1
3
6
3
,
 
1
3
7
5
 
B
G
B
 a. 
F.)
、

限
り
は
持
参
財
産
に
つ
い
て
の
訴
訟
追
行
の
資
格
を
奪
わ
れ
る
が
、

(
§
1
3
9
5
 
B
G
B
 a. 

(
§
1
4
0
0
 
B
G
B
 a. 
F.)
。
代
わ
り
に
夫
が
制
限
的
で
は
あ
る
が
実
体
法

そ
れ
に
伴
い
、
持
参
財
産
に
つ
い
て
訴
訟
追
行
を
為
す
資
格
も
有
す
る

だ
し
、
夫
が
持
参
財
産
に
つ
き
追
行
し
た
訴
訟
に
お
い
て
下
さ
れ
た
判
決
の
既
判
力
は
、
夫
が
訴
訟
物
た
る
権
利
に
つ
き
妻
の
同
意
な

く
処
分
が
で
き
る
場
合
に
の
み
妻
に
及
ぶ
。
こ
れ
は
持
参
財
産
に
関
す
る
夫
の
実
体
法
上
の
管
理
権
が
制
限
さ
れ
た
こ
と
に
対
応
す

（
ご

1
3
8
0

B
G
B
 a. 
F.)
。
妻
の
、
持
参
財
産
に
関
す
る
実
体
法
上
の
管
理
権
・
訴
訟
追
行
の
資
格
は
、
婚
姻
の
解
消
そ
の
他
に
よ

(
5

ご
4
1
8ー

1
4
2
4

B
G
B
 a. 
F・)
。
こ
の
よ
う
に
妻
は
法
定
夫
婦
財
産
制
の
配
下
に
あ
る

そ
の
配
下
か
ら
抜
け
出
せ
ば
訴
訟
追
行
の
資
格
を
回
復
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
た
。
従
っ
て
、
妻
が
法
定
夫
婦
財
産
制
に
服
す
る
間
に
持
参
財
産
に
つ
き
自
ら
訴
え
を
提
起
し
た
場
合
に
は
訴
訟
追
行
の

資
格
の
欠
鋏
を
理
由
に
そ
の
訴
え
は
退
け
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
場
合
で
も
、
妻
が
離
婚
等
に
よ
り
法
定
夫
婦
財
産
制
か
ら
脱
し
た
後

に
同
一
内
容
の
訴
え
を
再
び
提
起
し
た
場
合
に
は
、
審
理
は
権
利
の
存
否
如
何
に
ま
で
及
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
を
可
能
に
す
る
為
に

訴
訟
資
格
の
欠
鋏
に
よ
る
訴
え
の
退
け
の
効
果
を
請
求
棄
却
と
違
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

た
の
が
訴
訟
追
行
権
と
い
う
概
念
で
あ
り
、
訴
訟
追
行
権
の
欠
鋏
の
場
合
に
請
求
を
一
時
的
に
棄
却
す
る
と
い
う
扱
い
で
あ
っ
た
。
法

定
夫
婦
財
産
制
下
の
持
参
財
産
に
つ
く
妻
の
訴
訟
追
行
賓
格
の
剥
奪
を
、
訴
訟
能
力
の
問
題
と
し
て
扱
い
、
夫
に
よ
る
訴
訟
追
行
を
法

定
代
理
と
見
れ
ば
、
以
上
の
よ
う
な
扱
い
は
不
要
で
あ
る
。

る
管
理
用
益
制
の
終
了
と
同
時
に
回
復
す
る

し
か
し
、

る F.)
。
同
時
に
同
財
産
に
つ
く
訴
訟
追
行
の
資
格
も
有
し
な
い

て
彼
が
特
に
重
要
視
し
て
い
た
の
が
、

ド
イ
ツ
で
は
旧
C
P
O
が
妻
を
完
全
な
訴
訟
能
力
者
と
す
る
明 た
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論 説

扱
う
必
要
が
存
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

婚
姻
契
約
に
よ
り
共
同
財
産
制
を
選
択
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
そ
の
場
合
、
合
有
財
産
に
つ
い
て
は
原
則
夫
が
管
理
権
を
有
す
る

(369) 

こ
と
と
さ
れ
て
い
た
が
、
合
有
財
産
は
夫
婦
の
共
有
に
帰
す
る
も
の
と
さ
れ
、
こ
の
夫
の
管
理
権
も
代
理
権
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

(370) 

（
さ
ら
に
合
有
財
産
に
関
す
る
訴
訟
追
行
に
は
妻
の
特
別
の
代
理
権
付
与
が
必
要
と
考
え
ら
れ
て
い
た
）
。
以
上
の
通
り
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
民
法
の
規
定
す
る
夫
婦
財
産
制
の
下
で
は
、
夫
に
よ
る
妻
の
財
産
に
つ
い
て
の
訴
訟
追
行
は
代
理
な
い
し
は
所
有
権
・
用
益
権

の
効
果
の
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
妻
の
訴
訟
追
行
資
格
の
剥
奪
を
、
実
体
法
上
の
問
題
と
も
訴
訟
能
力
の
問
題
と
も
区
別
し
て

コ
ン
ラ
ー
ト
・
ヘ
ル
ビ
ッ
ヒ
が
訴
訟
追
行
権
の
概
念
が
意
義
を
持
つ
と
考
え
た
重
要
な
場
面

た す
る
こ
と
も
可
能
）
を
推
定
す
る
規
定
が
あ
っ
た
が

全
な
所
有
権
ま
た
は
用
益
権
を
取
得
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た

一
八
九
八
年
に
制
定
さ
れ
た
新

z
p
oで
は
こ
の
規
定
は
無
く
な
っ
た
が
、

、
、
、
、
、

旧
B
G
B
一
三
八
〇
条
は
「
夫
は
持
参
財
産
に
属
す
る
権
利
を
自
己
の
名
で
裁
判
上
主
張
す
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
持

参
財
産
に
つ
く
妻
の
訴
訟
追
行
資
格
の
剥
奪
•
夫
へ
の
訴
訟
追
行
資
格
付
与
を
訴
訟
能
カ
・
法
定
代
理
の
問
題
と
し
て
扱
う
こ
と
は
不

以
上
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
ド
イ
ツ
法
に
対
し
、

可
能
と
な
っ
て
い
た
。

（脳）

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
夫
婦
財
産
制
は
ま
っ
た
く
異
な
る
規
律
に
服
し
て
い
た
。
オ

ー
ス
ト
リ
ア
で
は
別
産
制
が
法
定
財
産
制
と
し
て
採
用
さ
れ
、
夫
婦
の
財
産
は
そ
れ
ぞ
れ
の
独
立
の
所
有
に
帰
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。

婚
姻
契
約
E
h
e
p
a
k
t
e
に
よ
り
、
持
参
財
産

H
e
i
r
a
t
s
g
u
t
を
設
定
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
持
参
財
産
に
つ
い
て
夫
は
完

文
の
規
定
を
有
し
て
い
た
（
ァ
5
1

A
b
s
.
 2
 
C
P
O
 a. 
F.)
。

(
8

ご
2
1
7
,

1
2
1
8
,
 
1
2
2
7
,
 
1
2
2
8
 
A
B
G
B
)
。
土
〈
が
珪
凶
会
多
財
四
庶
d

に
つ
き
用

益
権
を
取
得
す
る
場
合
に
は
、
所
有
権
は
妻
に
帰
属
し
、
妻
は
所
有
権
に
基
づ
き
持
参
財
産
に
つ
き
自
由
に
訴
訟
を
追
行
す
る
こ
と
が

（油）

可
能
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
、
夫
も
持
参
財
産
に
つ
き
訴
訟
を
追
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
こ
れ
は
持
参
財
産
上
の
用
益
権
の
効
果

(367) 

と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
妻
の
自
由
財
産
に
関
す
る
夫
の
管
理
権
（
こ
れ
に
基
づ
き
妻
の
自
由
財
産
に
つ
い
て
夫
が
訴
訟
追
行
を(368) 

(
§
1
2
3
8
 
A
B
G
B
 a. 
F.)
、
こ
の
管
理
権
は
、
代
理
権
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
。
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任意的訴訟担当の許容性について (3)

K
o
n
r
a
d
 Hellwig, L
e
h
r
b
u
c
h
 Bd. I 
S
.
 1
5
7
;
 
v
o
n
 B
r
u
n
n
 1即
掲
注

(69)
S
.
 4
8
 N
o
t
e
 6
参
品
煕
。
コ
ン
ラ
ー
ト
・
ヘ
ル
ビ
ッ
ヒ
の
訴
訟
追
行
権

論
（
特
に
、
そ
の
「
管
理
権
し
概
念
）
が
、
管
理
用
益
制
に
お
け
る
妻
の
持
参
財
産
に
関
す
る
夫
に
よ
る
訴
訟
追
行
の
整
合
的
説
明
を
主
眼
に
理
論
構
成

364 
す
る
。

363 

た
る
夫
婦
財
産
制
が
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
い
て
は
異
な
る
規
律
に
服
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
が
、
訴
訟
追
行
権
（
限
）
な
る
概
念
が
、

ド
イ
ツ
に
お
け
る
普
及
の
当
時
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
事
訴
訟
法
に
は
輸
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
ら
な
か
っ
た
大
き
な
理
由
の
―
つ
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
訴
訟
追
行
権
限
な
る
概
念
を
「
無
理
に
」
認
め
る
必
要
が
な
か
っ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
、
訴
訟
追
行

権
限
な
る
概
念
と
と
も
に
権
利
主
体
以
外
の
第
一
二
者
が
当
事
者
と
し
て
訴
訟
追
行
す
る
7

特
殊
な
」
現
象
を
容
認
す
る
こ
と
よ
り
も
、

訴
訟
は
原
告
の
実
体
権
の
存
否
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
、

そ
れ
ま
で
支
配
的
で
あ
っ
た
実
体
的
当
事
者
概
念
が
前
提
と
し
て
い

（狙）

た
発
想
を
原
則
と
し
て
維
持
す
る
こ
と
が
選
択
さ
れ
た
の
は
、
あ
る
意
味
必
然
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

二

0
世
紀
前
半
の
主
要
な
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
事
訴
訟
法
の
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
で
あ
る

N
e
u
m
a
n
n
,
K
o
m
m
e
n
t
a
r
 z
u
 d
e
n
 ZivilprozeBgesetzen 

4
.
 
Aufl. (
1
9
2
7
)

に
も
、
コ
ン
ラ
ー
ト
・
ヘ
ル
ビ
ッ
ヒ
の
頻
繁
な
引
用
が
見
受
け
ら
れ
る
。

(361) 

す
で
に

N
e
u
m
a
n
n
,
C
o
m
m
e
n
t
a
r
 z
u
 d
e
n
 Civilprocessgesetzen v
o
m
 1. 
A
u
g
u
s
t
.
 1
8
9
5
 (
1
8
9
8
)
 

S
.
 1
1
4

が
形
式
的
当
事
者
概
念
を
採
用
し

て
い
る
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
形
式
的
当
事
者
概
念
が
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
直
接
の
喫
機
は
、
権
利
主
体
以
外
の
第
三
者
に
よ
る
訴
訟
追
行
の
承
認

で
あ
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
形
式
的
当
事
者
概
念
の
定
着
が
、
コ
ン
ラ
ー
ト
・
ヘ
ル
ビ
ッ
ヒ
の
訴
訟
追
行
権
の
理
論
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
始
め
て

可
能
と
な
っ
た
こ
と
の
指
摘
が
松
原
•
前
掲
注

(
3
3
)（
三
）
熊
本
法
学
五
四
号
(
-
九
八
七
年
）
六
二
貝
以
下
に
よ
り
為
さ
れ
て
い
る
。

(362) 

K
o
n
r
a
d
 Hellwig, L
e
h
r
b
u
c
h
 Bd. I 
S
.
 1
5
7に
、
本
文
に
掲
げ
た
一
二
つ
の
問
題
の
う
ち
第
一
の
問
題
の
考
慮
が
窺
わ
れ
る
。
な
お
、
松
原
•
前
掲

注

(361)
六
五
頁
以
下
に
、
コ
ン
ラ
ー
ト
・
ヘ
ル
ビ
ッ
ヒ
の
勝
訴
要
件
論
に
お
け
る
正
当
な
当
事
者
た
る
地
位
の
位
置
付
け
の
変
遷
が
詳
し
く
跡
付
け
ら

れ
て
い
る
。

360 

夫
婦
財
産
制
の
規
定
は
、
そ
の
後
一
九
五
七
年
に
男
女
同
権
法
に
よ
り
大
幅
な
改
正
を
受
け
て
い
る
。
よ
っ
て
以
下
で
は
旧

B
G
B
と
呼
ぶ
こ
と
に
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論 説

訴
訟
は
原
告
の
実
体
権
の
存
否
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
事
訴
訟
法
が
基
礎
に
持
つ
思
想

さ
れ
た
こ
と
は
、
山
本
弘
•
前
掲
注

(
2
2
8
)
（
三
）
法
学
協
会
雑
誌
一
〇
六
巻
（
一
九
八
九
年
）
九
号
一
五
五
八
頁
以
下
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

た
だ
し
コ
ン
ト
ラ
ー
ト
・
ヘ
ル
ビ
ッ
ヒ
の
管
理
権
概
念
は
、
原
則
、
処
分
権
限
を
包
含
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
、
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ

る。

K
o
n
r
a
d
H
e
l
l
w
i
g
,
 L
e
h
r
b
u
c
h
 B
d
.
 I
 

(1903) 
S. 
317. 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
法
の
歴
史
は
古
く
、
最
初
の
施
行
は
一
八
―
一
年
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
夫
婦
財
産
制
に
関
す
る
規
律
は
一
九
七
八
年
に
至
る
ま
で

K
l
a
n
g
/
L
e
n
h
o
f
f
,
 K
o
m
m
e
n
t
a
r
 z
u
m
 A
l
l
g
e
m
e
i
n
e
n
 b
u
r
g
e
r
l
i
c
h
e
n
 G
e
s
e
t
z
b
u
c
h
 B
d
.
 
III 
(1932) 
S. 627. 

K
l
a
n
g
/
L
e
n
h
o
f
f
前
掲
注

(366)
S. 616, 
627. 

E
h
e
r
e
n
z
w
e
i
g
,
 S
y
s
t
e
m
 d
e
s
 iisterreichischen 
P
r
i
v
a
t
r
e
c
h
t
s
 B
d
.
 II/2 
(1924) 
S. 134. 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
も
早
く
か
ら
形
式
的
当
事
者
概
念
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
は
上
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
第
三
者
の
訴
訟
担

当
の
ケ
ー
ス
を
説
明
す
る
た
め
で
は
な
く
、
主
に
原
告
の
主
張
し
て
い
た
権
利
が
審
理
の
結
果
不
存
在
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
場
合
で
も
原
告
が
当
事
者

で
あ
る
こ
と
を
維
持
す
る
た
め
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

F
a
s
c
h
i
n
g
前
掲
注

(618)
S. 1
6
7
参
照
。
当
事
者
と
は
係
争
権
利
関
係
の
主
体
で
あ
る
と
い

う
実
体
的
当
事
者
概
念
（
そ
う
で
は
な
い
実
体
的
当
事
者
概
念
の
理
解
も
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
。
前
掲
注

(33)
参
照
）
を
詰
め
て
い
け
ば
、
原
告
の

主
張
し
て
い
た
権
利
が
不
存
在
で
あ
る
場
合
に
は
、
原
告
の
当
事
者
性
を
否
定
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

第
三
款

こ
の
よ
う
な
、
訴
訟
は
原
告
の
実
体
権
の
存
否
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
基
本
的
発
想
が
現
在
で
も
貫
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、

前
述
し
た
グ
リ
ル
ベ
ル
ガ
ー
の
任
意
的
訴
訟
担
当
不
許
の
論
拠
に
も
よ
く
顕
わ
れ
て
い
る
（
第
二
節
第
一
一
款
）
。
本
来
実
体
権
の
裏
付
け

371 370) 
K
l
a
n
g
/
L
e
n
h
o
f
f
前
掲
注

(366)
S. 668. 

369 368) 
K
l
a
n
g
/
L
e
n
h
o
f
f
前
掲
注

(366)
S. 7
2
4
f
f
 

367 366 
改
正
を
受
け
て
い
な
い
。

365 
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任意的訴訟担当の許容性について (3)

374 
名
義
で
登
記
さ
れ
て
い
る
土
地
の
譲
受
人
や
、
譲
受
人
に
対
し
て
抵
当
権
や
存
在
し
な
い
物
的
負
担
の
登
記
の
抹
消
の
義
務
を
負
う
土
地
譲
渡
人
に
、
い

か
に
し
て
物
権
的
請
求
権
の
主
張
を
認
め
る
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
意
識
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

373 

特
に
、
ド
イ
ツ
と
異
な
り
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
実
体
法
上
、
土
地
譲
渡
人
が
実
体
に
合
致
し
な
い
登
記
の
抹
消
を
自
己
の
費
用
で
実
現
す
る
義
務

372 

を
有
し
な
い
利
益
の
救
済
に
当
た
っ
て
も
、

訴
訟
法
的
対
応
を
図
る
の
に
対
し
、

な
お
、

ド
イ
ツ
法
が
実
体
法
体
系
の
維
持
を
優
先
さ
せ
、
任
意
的
訴
訟
担
当
の
許
容
と
い
う
形
で

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
は
、
物
権
的
請
求
権
の
単
独
譲
渡
の
承
認
等
、
実
体
法
レ
ベ
ル
で
の
対
応
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
訴
訟
は
実
体
権
を
基
礎
と
す
る
と
い
う
体
系
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
（
第
三
節
第
二
款
）
。
そ
し
て
、
実
体
法
レ
ベ
ル

で
の
操
作
に
よ
る
救
済
が
不
可
能
な
利
益
は
、
訴
訟
上
も
保
護
に
値
し
な
い
と
し
て
切
り
捨
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
（
第
三
節
第
一
二
款
）
0

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
登
記
抹
消
請
求
権
を
は
じ
め
と
し
た
物
権
的
請
求
権
が
、
基
礎
と
な
る
物
権
と
独
立
し
て
譲
渡
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
と
前
述
し
た
。
し
か
し
、
近
時
に
な
り
、
物
権
的
請
求
権
は
基
礎
と
な
る
物
権
と
独
立
し
て
譲

（叩）

渡
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
も
有
力
化
し
て
い
る
。
こ
の
見
解
を
前
提
と
す
る
と
、
他
人
名
義
で

登
記
さ
れ
て
い
る
土
地
の
譲
受
人
や
、
譲
受
人
に
対
し
て
抵
当
権
や
存
在
し
な
い
物
的
負
担
の
登
記
の
抹
消
の
義
務
を
負
う
土
地
譲
渡

人
は
、
任
意
的
訴
訟
担
当
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
、
土
地
所
有
者
の
物
権
的
請
求
権
を
代
理
人
と
し
て
主
張
す
る
他
な
い
こ
と
に
な
る
。

物
権
的
請
求
権
単
独
譲
渡
否
定
説
の
論
者
は
こ
の
こ
と
を
認
識
し
た
上
で
、
物
権
的
請
求
権
の
単
独
譲
渡
の
不
許
を
説
い
て
い
る
と
は

(373) 

必
ず
し
も
言
え
な
い
。
が
、
上
述
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
基
本
的
発
想
を
前
提
と
す
れ
ば
、
実
体
権
の
基
礎
を
有
し
得
な
い
利
益
は
訴

(374) 

一
貫
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
の
点
に

関
す
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
見
解
の
今
後
の
動
向
は
、
注
視
す
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

Grill b
e
r
g
e
r
前
掲
注

(313)
S
.
 1
4
8
 
(
R
)
;
 K
o
z
i
o
l
/
W
e
i
s
e
r
前
掲
注

(314)
S
.
 2
9
0
 ;
 R
u
m
m
e
l
/
E
r
t
l
前
掲
注

(
3
3
2
)
§
1
3
7
3

R
d
n
r
.
 1. 

グ
リ
ル
ベ
ル
ガ
ー
は
、
任
意
的
訴
訟
担
当
否
定
説
を
と
る
。
が
、
物
権
的
請
求
権
単
独
譲
渡
も
任
意
的
訴
訟
担
当
も
否
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
他
人

訟
上
も
然
程
の
保
護
に
値
し
な
い
と
い
う
価
値
判
断
を
貫
く
の
が
、
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AIRl -m" 
説

ア
法
（
第
一
一
節
）
、

第
一
款

第

一

節

ド

イ

ツ

法

か

ら

の

示

唆

の
順
に
見
る
。

日
本
法
へ
の
接
続
（
ド
イ
ツ
法
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
か
ら
の
示
唆
）

を
負
わ
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
任
意
的
訴
訟
担
当
と
い
う
形
で
土
地
譲
渡
人
に
登
記
抹
消
請
求
権
の
主
張
を
認
め
る
必
要
性
の
承
認
に
対
し
て
、

6
 。
6
 

消
極
的
に
働
く
（
前
述
第
一
孟
一
節
第
一
款
）
。

逆
に
、
こ
の
観
点
か
ら
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
論
を
見
る
と
、
任
意
的
訴
訟
担
当
を
認
め
る
べ
き
例
と
し
て
、
こ
の
土
地
譲
渡
人
に
よ
る
登
記
訂
正
請
求

権
の
主
張
の
ケ
ー
ス
が
甫
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
（
例
え
ば
S
t
e
i
n
/J
 o
n
a
s
/
S
c
h
i
.
i
n
k
e
,
 N
 P
O
 18
 Aufl. (
1
9
5
3
)
 
I
 

3
 b
)
 
v
o
r
§
5
0
;
 F
r
a
n
k
前

掲
注

(81)
S
.
 3
4
3
)
。
し
か
し
、
こ
の
土
地
譲
渡
人
に
よ
る
登
記
訂
正
請
求
権
の
主
張
の
是
認
に
対
す
る
強
い
要
請
は
、
実
体
法
が
明
文
で
自
己
の
費

6
 

用
で
登
記
の
訂
正
を
実
現
す
る
義
務
を
土
地
譲
渡
人
に
課
し
て
い
る
こ
と
に
対
応
し
、
そ
の
義
務
を
履
行
す
る
手
段
を
手
当
す
る
必
要
が
生
じ
る
と
い
う
、

ド
イ
ツ
法
固
有
の
事
情
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
（
ド
イ
ツ
と
異
な
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
土
地
譲
渡
人
が
抵
当
権
の
被
担
保
債
権

弁
済
後
の
抹
消
登
記
請
求
権
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も
こ
の
文
脈
で
理
解
で
き
る
）
。
ま
た
、
こ
の
例
は
、
被
授
権
者
が
固
有
の
利
益
を
持
つ
場
合

と
し
て
引
か
れ
る
が
、
譲
渡
人
に
よ
る
自
己
の
費
用
・
労
力
で
の
登
記
訂
正
の
実
現
の
義
務
(
}
4
3
5
 A
b
s
.
 1
 

B
G
B
)

は
、
現
実
に
は
譲
受
人
の
た
め
に

規
定
さ
れ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
任
意
的
訴
訟
担
当
の
許
容
性
に
関
す
る
議
論
（
特
に
固
有
の
利
益
説
）

を
日
本
法
の
参
考
と
す
る
に
当
た
っ
て
は
慎
重
で
あ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
で
き
よ
う
。

第
三
章

第
三
章
で
は
、
日
本
法
下
に
お
け
る
任
意
的
訴
訟
担
当
許
容
性
論
へ
の
取
り
組
み
の
前
提
作
業
と
し
て
、
第
一
章
•
第
二
章
に
お
け

る
ド
イ
ツ
法
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
下
で
の
議
論
の
分
析
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
示
唆
を
ま
と
め
る
。
ド
イ
ツ
法
（
第
一
節
）
、

オ
ー
ス
ト
リ

権
利
主
体
の
意
思
に
基
づ
く
第
三
者
の
介
入
一
般
と
、
「
任
意
的
訴
訟
担
当
」
に
よ
る
介
入
の
区
別

(4• llO) 



任意的訴訟担当の許容性について (3)

第
二
款
相
手
方
の
不
利
益
•
他
手
段
に
よ
る
代
替
可
能
性

日
本
法
の
議
論
の
参
考
と
し
て
ド
イ
ツ
で
の
議
論
を
眺
め
る
と
、
両
国
間
で
問
題
が
異
な
る
形
で
切
り
出
さ
れ
る
こ
と
に
気
付
く
。

す
な
わ
ち
、

ド
イ
ツ
で
は
、
任
意
的
訴
訟
担
当
の
許
容
性
に
関
す
る
議
論
、
及
び
、
法
定
訴
訟
担
当
に
お
け
る
、
管
理
人
等
法
律
に
よ

り
訴
訟
追
行
主
体
た
る
資
格
を
認
め
ら
れ
て
い
る
者
を
担
当
者
と
見
る
べ
き
か
、
代
理
人
と
し
て
見
る
べ
き
か
、

ず
れ
に
お
い
て
も
、
権
利
主
体
以
外
の
第
三
者
が
訴
訟
追
行
の
主
体
と
し
て
訴
訟
に
介
入
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
こ
と
は
前
提
と
な
る
。

そ
し
て
そ
の
上
で
、
追
行
者
が
「
当
事
者
」
と
し
て
介
入
す
る
べ
き
か
、
「
代
理
人
」
と
し
て
介
入
す
る
べ
き
か
、
が
問
題
と
な
る
。

そ
れ
に
対
し
、
日
本
で
は
、
法
定
訴
訟
担
当
に
つ
い
て
、
遺
言
執
行
者
等
を
担
当
者
と
見
る
べ
き
か
、
代
理
人
と
し
て
見
る
べ
き
か
、

が
問
題
と
な
る
場
合
に
は
、

ド
イ
ツ
と
同
じ
形
で
問
題
が
切
り
出
さ
れ
る
が
、
任
意
的
訴
訟
担
当
の
許
容
性
に
関
す
る
議
論
で
は
、
弁

護
士
代
理
の
原
則
・
訴
訟
信
託
の
禁
止
と
の
関
係
で
、

ま
ず
そ
も
そ
も
権
利
主
体
以
外
の
第
三
者
が
追
行
主
体
と
し
て
訴
訟
に
介
入
す

る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
か
ら
問
題
と
な
る
。
第
三
者
の
介
入
が
認
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

が
「
当
事
者
11
担
当
者
」
と
し
て
の
み
認
め
ら
れ
る
も
の
か
、
「
当
事
者
11
権
利
主
体
」
と
し
て
も
「
代
理
人
」
と
し
て
も
認
め
ら
れ

る
も
の
か
、
問
題
と
な
る
。
後
者
で
あ
る
と
な
っ
て
初
め
て
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
と
同
じ
形
の
問
題
設
定
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
日
本
法
の
下
で
任
意
的
訴
訟
担
当
の
許
容
性
を
論
じ
る
に
は
、

そ
も
そ
も
第
三
者
が
訴
訟
に
追
行
者
と
し
て
介
入
す
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
と
、
介
入
自
体
は
認
め
ら
れ
る
と
し
て
、

そ
れ
が
担
当
者
と
し
て
為
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
、
権
利

主
体
と
し
て
為
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
、
代
理
人
と
し
て
為
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
、

そ
れ

と
い
う
問
題
と
を
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
。

上
記
で
日
本
で
も
ド
イ
ツ
と
同
じ
形
の
問
題
設
定
が
可
能
で
あ
る
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
原
告
側
の
当
事
者
地
位
の
変
動
に
よ
る
相

手
方
の
不
利
益
と
い
う
観
点
、
及
び
任
意
的
訴
訟
担
当
の
非
代
替
性
と
い
う
観
点
が
、
日
本
で
も
同
じ
よ
う
な
形
で
援
用
可
能
か
、
問

に
関
す
る
議
論
の
い
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論 説

題
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
も
単
純
に
ド
イ
ツ
通
り
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
そ
う
に
な
い
。

ま
ず
、
相
手
方
の
不
利
益
と
い
う
観
点
は
ド
イ
ツ
ほ
ど
の
説
得
力
を
も
っ
て
は
任
意
的
訴
訟
担
当
の
不
許
な
い
し
制
限
を
主
張
で
き

な
い
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
認
め
ら
れ
た
相
手
方
の
不
利
益
と
し
て
は
、
①
無
資
力
者
へ
の
授
権
に
よ
り
被
告
勝
訴
の
場
合
の
訴
訟
費
用

償
還
請
求
権
が
骨
抜
き
に
さ
れ
る
こ
と
、
②
権
利
主
体
の
尋
問
手
続
が
当
事
者
尋
問
か
ら
証
人
尋
問
に
代
わ
る
こ
と
に
よ
り
本
来
採
用

（
茄
）

さ
れ
な
い
は
ず
の
証
拠
資
料
が
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
③
証
言
拒
絶
権
者
が
恣
意
的
に
拡
大
さ
れ
る
こ
と
、
が
あ
っ
た
。
①

に
つ
い
て
は
、
弁
護
士
報
酬
が
訴
訟
費
用
に
含
ま
れ
な
い
日
本
で
は
、

ド
イ
ツ
と
異
な
り
、
敗
訴
の
場
合
の
訴
訟
費
用
負
担
者
が
誰
で

あ
る
か
は
そ
れ
ほ
ど
菫
要
な
問
題
と
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、

一
応
は
問
題

ド
イ
ツ
で
は
訴
訟
費
用
負
担
義
務
回
避
目
的
の

授
権
及
び
権
利
譲
渡
の
有
効
性
が
判
例
上
し
ば
し
ば
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
日
本
で
は
か
か
る
例
を
聞
か
な
い
と
い
う
事
実

(316) 

に
端
的
に
表
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
次
に
、
②
権
利
主
体
の
証
人
尋
問
化
の
問
題
で
あ
る
が
、
証
人
尋
問
と
当
事
者
尋
問
の
間
で
そ

の
要
件
・
手
続
に
著
し
い
差
異
を
設
け
て
い
る
ド
イ
ツ
法
と
異
な
り
、
日
本
法
で
は
当
事
者
尋
問
と
証
人
尋
問
の
間
に
さ
し
た
る
違
い

(377) 

は
存
し
な
い
。
日
本
に
お
い
て
、
権
利
主
体
の
証
人
化
を
相
手
方
の
不
利
益
と
し
て
認
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
③
日
本

品）

法
で
は
、
当
事
者
を
基
準
と
す
る
証
言
拒
絶
権
は
存
し
な
い
の
で
、
証
言
拒
絶
権
者
拡
大
の
不
利
益
が
被
告
に
生
じ
る
こ
と
は
な
い
。

結
局
、
任
意
的
訴
訟
担
当
を
不
適
法
と
す
る
に
足
る
よ
う
な
相
手
方
の
不
利
益
が
、
原
告
側
の
当
事
者
地
位
の
変
動
に
よ
り
生
じ
る
か

(379) 

に
は
、
疑
問
が
あ
る
。

任
意
的
訴
訟
担
当
の
他
手
段
に
よ
る
代
替
性
と
い
う
観
点
に
つ
い
て
い
え
ば
、

ド
イ
ツ
で
訴
訟
代
理
と
の
間
で
問
題
と
な
っ
た
、
権

利
主
体
に
よ
る
訴
訟
費
用
負
担
義
務
の
回
避
と
い
う
点
は
、
弁
護
士
報
酬
が
訴
訟
費
用
に
算
入
さ
れ
な
い
関
係
で
、
任
意
的
訴
訟
担
当

の
独
自
の
意
義
を
基
礎
付
け
る
に
は
不
十
分
と
な
る
だ
ろ
う
。
手
続
か
ら
の
完
全
な
脱
却
と
い
う
意
味
で
、
職
権
に
よ
る
当
事
者
尋
問
、

釈
明
の
た
め
の
呼
び
出
し
か
ら
の
解
放
を
、
任
意
的
訴
訟
担
当
に
固
有
な
権
利
主
体
の
メ
リ
ッ
ト
と
評
価
で
き
る
か
も
、
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任意的訴訟担当の許容性について (3)

378 
拘
引
で
あ
る
の
に
対
し
（
民
事
訴
訟
法
一
九

377 

こ
の
他
、
④
権
利
主
体
と
除
斥
関
係
に
立
つ
裁
判
官
を
除
斥
で
き
な
く
な
る
こ
と
、
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
除
斥
規
定
に
お
け
る
「
当
事
者

P
a
r
t
e
i
 L

が
、
代
理
人
や
被
担
当
者
を
含
む
形
で
一
般
的
に
拡
張
解
釈
さ
れ
て
お
り
、
現
実
に
は
問
題
は
回
避
さ
れ
て
い
た
。
第
一
章
第
一
―
―
節
第
二
款

（
二
）
参
照
。

弁
護
士
報
酬
が
訴
訟
費
用
に
含
ま
れ
る
か
い
な
か
は
、
単
に
事
実
上
の
問
題
に
留
ま
ら
な
い
。
弁
護
士
報
酬
を
訴
訟
費
用
に
含
め
る
法
制
で
は
、
訴

訟
費
用
に
濫
訴
防
止
の
た
め
の
大
き
な
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
無
資
力
者
に
授
権
・
権
利
譲
渡
す
る
こ
と
に
よ
り
こ
の
濫
訴
の
防
波
堤

を
迂
回
す
る
こ
と
が
、
良
俗
違
反
と
い
う
形
で
問
題
と
な
る
。
そ
れ
に
対
し
、
訴
訟
費
用
に
弁
護
士
報
酬
を
含
め
な
い
法
制
で
は
、
訴
訟
費
用
に
そ
れ
ほ

ど
大
き
な
濫
訴
防
止
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
そ
の
た
め
、
訴
訟
費
用
負
担
義
務
の
回
避
に
よ
る
濫
訴
防
止
措
置
の
迂
回
と
い
う
問

題
が
、
そ
も
そ
も
生
じ
な
い
。
弁
護
士
報
酬
を
訴
訟
費
用
に
算
入
し
な
い
こ
と
を
選
択
し
て
い
る
法
制
で
は
、
そ
の
制
度
の
建
前
と
の
関
連
で
、
被
告
勝

訴
の
場
合
の
訴
訟
費
用
負
担
義
務
者
の
固
定
に
対
す
る
被
告
の
利
益
を
重
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

376 375 

当
事
者
尋
問
は
職
権
で
も
出
来
る
こ
と
（
証
人
尋
問
は
原
則
申
立
に
よ
る
。
新
堂
幸
司
『
新
民
事
訴
訟
法
』
（
一
九
九
八
年
）
五
一
八
頁
）
、
当
事
者

一
九
三
、

尋
問
は
原
則
補
充
的
に
な
さ
れ
る
こ
と
（
民
事
訴
訟
法
二

0
七
条
、

IB法
三
三
六
条
）
、
証
人
不
出
頭
の
場
合
の
効
果
が
過
料
、
罰
金
も
し
く
は
拘
留
、

一
九
四
条
、
旧
法
二
七
七
、
二
七
七
条
の
二
、
二
七
八
条
）
、
当
事
者
不
出
頭
の
効
果
は
裁

判
所
が
尋
問
事
項
に
関
す
る
相
手
方
の
主
張
を
真
実
と
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
（
民
事
訴
訟
法
二

O
八
条
、
旧
法
三
三
八
条
）
、
に
差

異
が
あ
る
く
ら
い
で
あ
る
。
し
か
し
、
職
権
に
よ
る
当
事
者
尋
問
を
相
手
方
当
事
者
の
利
益
と
し
て
援
用
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
し
、
当

事
者
尋
問
の
補
充
性
は
新
法
で
は
裁
判
所
が
当
事
者
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
排
除
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
民
事
訴
訟
法
二

O
七
条
）
。
証
人
が
不

出
頭
の
場
合
に
相
手
方
当
事
者
の
主
張
を
真
実
と
認
め
る
こ
と
は
、
自
由
心
証
に
よ
る
弁
論
の
全
趣
旨
の
評
価
の
範
囲
で
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

④
裁
判
官
の
除
斥
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
日
本
で
も
、
除
斥
基
準
た
る
「
当
事
者
」
を
拡
張
解
釈
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

以
上
の
他
、
⑤
権
利
主
体
に
対
す
る
請
求
を
反
訴
と
し
て
提
起
す
る
こ
と
が
封
じ
ら
れ
る
こ
と
、
⑥
原
告
側
当
事
者
死
亡
等
の
場
合
の
訴
訟
の
中
断
に

お
け
る
ず
れ
、
⑦
裁
判
所
が
釈
明
の
た
め
に
当
事
者
を
呼
び
出
す
こ
と
が
出
来
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
民
事
訴
訟
法
一
五
一
条
一
項
一
号
、
旧
法
一
三

(Joo) 

と
し
得
る
が
、
肯
定
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。
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論 説

第

一

款

任

意

的

訴

訟

担

当

に

対

す

る

基

本

的

態

度

。

峻

厳

と

寛

容

第
二
節
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
か
ら
の
示
唆

形
成
し
て
い
た
こ
と
を
、
こ
の
関
連
で
、
確
認
し
て
お
く
。

一
条
一
項
一
号
）
と
の
関
係
で
、
権
利
主
体
が
第
一
―
―
者
を
当
事
者
に
据
え
る
こ
と
に
よ
り
、
裁
判
所
が
権
利
主
体
を
呼
び
出
す
こ
と
が
出
来
な
く
な
る
こ

と
、
を
相
手
方
の
不
利
益
と
し
て
問
題
と
し
得
る
。
が
、
⑤
つ
い
て
は
、
権
利
主
体
に
対
す
る
請
求
を
担
当
者
と
の
訴
訟
で
反
訴
と
し
て
提
起
す
る
こ
と

を
可
能
に
す
る
解
釈
論
を
構
築
す
る
方
向
で
議
論
を
進
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
⑥
に
つ
い
て
も
、
中
断
に
ず
れ
が
生
じ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
そ
れ

に
よ
り
い
か
な
る
不
利
益
を
被
告
が
被
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
む
し
ろ
死
亡
等
に
よ
る
手
続
の
中
断
は
、
現
実
の
手
続
関
与
者
た
る
地
位
に
基
づ
き
認

め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
任
意
的
訴
訟
担
当
の
場
合
は
担
当
者
が
手
続
関
与
者
に
な
る
以
上
、
彼
を
基
準
と
し
て
中
断
を
判
断
す
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
と

思
わ
れ
る
。
裁
判
所
に
よ
る
当
事
者
の
呼
び
出
し
に
対
す
る
不
出
頭
に
対
し
て
は
、
ド
イ
ツ
法
と
異
な
り
日
本
法
上
制
裁
は
な
い
が
、
現
実
に
は
呼
び
出

し
は
相
当
の
強
制
力
を
持
つ
で
あ
ろ
う
（
⑦
)
。
し
か
し
、
こ
の
裁
判
所
に
よ
る
呼
び
出
し
は
相
手
方
当
事
者
の
権
利
と
し
て
み
と
め
ら
れ
て
い
る
も
の

で
は
な
い
以
上
、
権
利
主
体
に
よ
る
呼
び
出
し
回
避
を
相
手
方
当
事
者
の
不
利
益
と
評
価
す
る
こ
と
は
、
困
難
で
あ
ろ
う
。

②
⑦
は
、
裁
判
所
の
不
利
益
と
評
価
す
る
こ
と
も
出
来
る
。
し
か
し
裁
判
所
の
不
利
益
は
第
三
利
用
者
た
る
国
民
の
利
益
に
置
き
直
す
必
要
が
あ
り
、

そ
う
し
た
上
で
も
な
お
任
意
的
訴
訟
担
当
を
制
限
す
る
に
足
る
ほ
ど
の
問
題
が
生
じ
る
と
は
思
え
な
い
。
以
上
に
加
え
て
、
①
②
④
恣
溶
潔
｝
の
不
利
益
は
、

選
定
当
事
者
訴
訟
に
お
い
て
も
生
じ
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
も
注
意
を
要
す
る
。

(380) 

ド
イ
ツ
で
は
、
訴
訟
代
理
に
比
し
た
任
意
的
訴
訟
担
当
に
固
有
な
問
題
と
し
て
相
手
方
の
不
利
益
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
訴
訟
代
理
で
代
替
可
能

な
範
囲
で
は
訴
訟
代
理
を
用
い
、
代
替
不
可
能
な
場
合
に
の
み
、
任
意
的
訴
訟
担
当
を
用
い
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
立
論
が
可
能
に
な
る
。
こ
れ
が
、
担

当
者
が
利
益
を
有
す
る
場
合
に
の
み
任
意
的
訴
訟
担
当
の
代
替
不
可
能
性
を
認
め
る
こ
と
を
通
じ
て
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
固
有
の
利
益
」
説
の
基
盤
を

379 
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任意的訴訟担当の許容性について (3)

の
柔
軟
運
用
に
よ
る
限
定
的
救
済
で
あ
る
の
に
対
し
、

ド
イ
ツ

（
判
例
・
通
説
）
で
採
ら
れ
て
い
る
解
決
が
、
任
意
的
訴
訟
担
当
と
い

る
結
果
、
実
体
権
の
枠
外
に
漏
れ
出
す
利
益
を
、
救
い
上
げ
る
役
割
が
任
意
的
訴
訟
担
当
に
期
待
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、

リ
ア
法
は
、
実
体
法
の
柔
軟
な
運
用
に
よ
り
出
来
る
範
囲
で
諸
利
益
の
救
済
を
図
る
反
面
、

し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
、
実
体
上
の
利
益
で
は
あ
る
が
、
本
来
権
利
と
し
て
の
裏
付
け
を
持
た
な
い
と
い
う
利
益
は
、

も
生
じ
得
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
い
か
な
る
範
囲
で
、
い
か
な
る
手
段
で
救
う
か
、
を
各
法
体
系
共
通
の
問
題
と
し
て
切
り
出
す
こ
と

(383) 

が
出
来
る
。
そ
の
解
答
は
各
国
の
も
つ
訴
訟
観
に
よ
り
異
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
選
択
す
る
解
決
が
、
実
体
法

つ
い
て
、
以
下
の
こ
と
が
言
え
る
。
ド
イ
ツ

次
に
、
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
通
観
す
る
と
、
特
に
第
三
者
の
利
益
の
実
現
の
た
め
に
任
意
的
訴
訟
担
当
が
選
ば
れ
る
場
合
に

（
判
例
・
通
説
た
る
「
固
有
の
利
益
L

説）

第
二
款
実
体
権
の
裏
付
け
の
無
い
利
益
の
救
済
機
能

任
意
的
訴
訟
担
当
の
許
容
性
に
つ
き
、

的
思
考
、
「
第
一
二
者
の
訴
訟
担
当
」

れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、

し
か
し
こ
こ
か
ら
逆
に
、

日
本
法
が
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
か
ら
得
ら
れ
る
示
唆
は
、
多
い
と
は
い
え
な
い
。
土
壌
と
な

る
訴
訟
法
観
に
差
異
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
が
有
す
る
、
「
訴
訟
は
実
体
権
の
実
現
の
た
め
に
あ
る
」
と
い
う
基
本

一
般
お
よ
び
「
訴
訟
追
行
権
限
」
概
念
に
対
す
る
消
極
的
評
価
、

日
本
法
は
、
実
体
法
上
債
権
者
代
位
訴
訟
と
し
て
本
来
実
体
権
の
裏
付
け
を
有
し
な
い
実
体
的
利
益
に
つ

(381) 

い
て
裁
判
上
保
護
を
得
る
手
段
を
提
供
し
て
お
り
、
訴
訟
法
は
第
三
者
の
訴
訟
担
当
を
想
定
し
た
規
定
を
数
多
く
有
し
、
ま
た
明
文
で

（絞）

認
め
ら
れ
た
訴
訟
担
当
も
多
い
。オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
と
基
本
的
発
想
を
異
に
す
る
日
本
で
は
、
任
意
的
訴
訟
担
当
の
許
容
に
対
し
て
同
じ
よ

う
に
神
経
質
に
な
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
視
点
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

は
日
本
法
に
よ
っ
て
は
共
有
さ

で
は
実
体
法
の
体
系
的
整
合
性
が
優
先
さ
れ

オ
ー
ス
ト

そ
こ
か
ら
漏
れ
出
す
利
益
は
冷
淡
に
処
遇

ど
の
法
制
で
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論 説

う
手
段
に
よ
る
可
及
的
な
救
済
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
よ
う
に
ド
イ
ツ
で
任
意
的
訴
訟
担
当
が
果
た
し
て
い
る
、
本
来

実
体
権
の
裏
付
け
を
持
た
な
い
利
益
の
救
済
手
段
と
い
う
機
能
に
着
目
し
た
場
合
、
日
本
法
に
お
い
て
も
、
実
体
権
の
裏
付
け
の
無
い

利
益
を
ど
こ
ま
で
救
う
か
、

権
者
代
位
訴
訟
）

そ
れ
を
い
か
な
る
手
段
で
救
う
か
、

第
三
款

信
託
と
の
関
係

そ
し
て
そ
こ
に
任
意
的
訴
訟
担
当
を
活
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
、

を
問
題
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
上
述
の
通
り
日
本
法
は
債
権
者
代
位
訴
訟
を
用
意
し
て
お
り
、
こ
れ
が
実
体
権
の
裏
付
け
を
有
し
な

(384)
（

385) 

い
利
益
の
救
済
手
段
と
し
て
重
要
な
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
任
意
的
訴
訟
担
当
が
活
用
さ
れ
る
場
面
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
（
債

か
ら
す
ら
も
れ
る
利
益
の
救
済
の
場
面
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
は
、

か
か
る
債
権
者
代
位
訴
訟
の
枠
か
ら
も

も
れ
る
利
益
を
救
済
す
る
こ
と
自
体
の
必
要
性
・
妥
当
性
、
及
び
そ
れ
を
任
意
的
訴
訟
担
当
と
い
う
手
段
を
用
い
て
救
済
す
る
こ
と
の

(386) 

必
要
性
・
妥
当
性
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

以
上
の
他
、
細
か
な
示
唆
と
し
て
以
下
を
指
摘
で
き
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
信
託
的
譲
渡
に
お
け
る
受
託
者
の
信
託
目
的
違
反
の

処
分
の
場
合
に
つ
い
て
、
解
釈
論
に
よ
っ
て
で
は
あ
る
が
、
委
託
者
と
転
得
者
と
の
利
益
の
調
和
が
固
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
(387) 

異
な
る
利
害
配
分
を
実
現
す
る
こ
と
に
な
る
「
取
立
授
権
」
や
丘
任
意
的
訴
訟
担
当
し
が
敬
遠
さ
れ
る
こ
と
の
一
因
を
提
供
し
て
い
た
。

日
本
法
も
、
信
託
法
と
い
う
特
別
法
に
よ
り
、
受
託
者
の
目
的
違
反
の
処
分
に
対
す
る
受
益
者
の
追
及
権
（
信
託
法
三
一
条
）
が
明
文
で

認
め
ら
れ
て
お
り
、
受
益
者
と
転
得
者
と
の
利
益
の
調
和
が
図
ら
れ
て
い
る
点
で
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
状
況
は
等
し
い
。
こ
れ
に
対
応

し
、
日
本
で
も
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
同
様
、
受
益
者
・
転
得
者
間
の
利
害
対
立
に
つ
き
信
託
と
異
な
る
解
決
を
齋
す
こ
と
の
妥
当
性
と
い

う
観
点
か
ら
、
「
取
立
授
権
」
や
圧
任
意
的
訴
訟
担
当
」
の
許
容
性
に
つ
き
検
討
す
る
必
要
が
生
じ
る
。

116 (4• 116) 612 



任意的訴訟担当の許容性について (3)
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選
定
当
事
者
（
民
事
訴
訟
法
三

0
条
、
旧
法
四
七
条
）
、
破
産
管
財
人
（
破
産
法
一
六
二
条
）
、
船
長
（
商
法
八
―
一
条
二
項
）
等
。

確
認
の
訴
え
も
、
こ
の
一
解
決
手
段
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

債
務
者
が
無
資
力
の
場
合
に
、
一
般
財
産
の
保
全
の
た
め
に
債
権
者
が
債
務
者
の
債
権
を
代
位
行
使
す
る
「
本
来
型
L

に
加
え
て
、
中
間
省
略
登
記

に
お
け
る
不
動
産
の
最
終
取
得
者
に
よ
る
登
記
訂
正
請
求
権
の
主
張
や
、
不
動
産
賃
借
人
に
よ
る
妨
害
排
除
の
訴
え
が
、
債
権
者
代
位
訴
訟
と
し
て
み
と

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
本
来
実
体
権
の
裏
付
け
の
無
い
利
益
を
救
済
す
る
手
段
と
し
て
債
権
者
代
位
訴
訟
が
活
用
さ
れ
て
い
る
様
子
を
、
よ
く
示
す
も

の
と
い
え
る
。
平
井
•
前
掲
注

(
2
2
1
)
二
六
四
頁
以
下
参
照
。
な
お
、
平
井
教
授
自
身
は
こ
れ
ら
を
、
実
体
法
上
の
権
利
と
し
て
み
と
め
る
べ
き
こ
と
を

主
張
す
る
が
、
こ
れ
は
さ
ら
に
、
債
権
者
代
位
訴
訟
が
、
本
来
実
体
権
の
裏
付
け
を
持
た
な
か
っ
た
利
益
を
、
実
体
権
の
裏
付
け
を
有
す
る
利
益
に
ま
で

す
く
い
上
げ
る
役
割
を
も
担
い
得
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
法
は
法
定
訴
訟
担
当
に
よ
り
、
本
来
実
体
権
の
裏
付
け
を
有
し
な
い
利
益
の
救
済
を
図
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
実
体
法
の
体
系

自
体
は
崩
さ
な
い
と
い
う
意
味
で
ド
イ
ツ
に
近
接
し
、
任
意
的
訴
訟
担
当
以
外
の
救
済
手
段
が
付
与
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
近
接

す
る
。

―
―
五
条
一
項
―
―
号
―
二
四
条
一
項
五
号
、
旧
法
八
六
条
一
項
‘
-
―

0
一
条
二
項
、
ニ
―
二
条
一
項
。

こ
の
問
題
は
上
述
の
よ
う
に
、
実
体
権
利
主
体
の
同
意
に
よ
る
第
三
者
（
利
益
主
体
）
の
介
入
一
般
の
是
非
の
問
題
と
、
そ
れ
を
訴
訟
担
当
（
当
事

者
11
非
権
利
主
体
）
と
い
う
形
で
行
う
こ
と
の
是
非
の
問
題
の
二
段
階
に
分
か
れ
る
。
こ
の
う
ち
第
一
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
債
権
者
代
位
訴
訟
が
権
利

主
体
の
同
意
を
要
し
な
い
の
に
対
し
、
任
意
的
訴
訟
担
当
で
は
権
利
主
体
の
同
意
を
要
す
る
こ
と
、
に
よ
り
、
よ
り
「
薄
弱
」
な
利
益
に
つ
い
て
保
護
を

与
え
る
こ
と
が
正
当
化
で
き
る
か
と
い
う
観
点
、
お
よ
び
弁
護
士
代
理
・
訴
訟
信
託
禁
止
と
の
関
係
で
権
利
主
体
の
意
思
に
基
づ
く
第
三
者
の
介
入
を
許

容
し
て
よ
い
か
と
い
う
観
点
、
こ
の
二
つ
の
観
点
か
ら
の
考
察
が
必
要
に
な
る
。

再
校
中
に
、
山
本
克
己
「
社
債
管
理
会
社
お
よ
び
担
保
の
受
託
会
社
の
訴
訟
上
の
地
位
に
つ
い
て
」
京
都
大
学
法
学
部
創
立
百
周
年
記
念
論
文
集
第
三

385 384 383 382 

逆
に
ド
イ
ツ
で
は
、
信
託
的
譲
渡
で
は
認
め
ら
れ
な
い
、
受
任
者
の
処
分
の
当
然
無
効
を
導
け
る
点
に
、
取
立
授
権
の
存
在
意
義
が
見
出
さ
れ
て
い

381)

民
事
訴
訟
法
五
八
条
二
項
、
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論 説

き
た
い
。

巻
（
一
九
九
九
年
）
五
四
五
頁
以
下
に
接
し
た
。
教
授
に
よ
る
、
代
理
と
、
訴
訟
担
当
の
違
い
に
関
す
る
指
摘
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
検
討
を
深
め
て
ゆ

〔
未
完
〕

（
九
州
大
学
助
教
授
）
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